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巻
く
。
五
大
紙
の
な
か
で
も
経
済

に
特
化
し
、
発
展
性
が
期
待
で
き

る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
新
聞
で
あ

る
。
見
出
し
〝
高
齢
者
負
担
論
、

覚
悟
問
う
〞
▼
「
年
齢
よ
り
支
払

い
能
力
」
と
し
て
高
齢
者
に
応
分

の
負
担
を
と
い
う
。
こ
の
案
の
議

論
が
進
ま
な
い
こ
と
に
〝
時
間
を

か
け
て
い
る
場
合
な
の
か
、
将
来

世
代
へ
の
ツ
ケ
は
た
ま
り
医
療
費

負
担
の
ひ
ず
み
は
増
大
し
て
い

る
〞
と
吹
っ
掛
け
る
。
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
現
役
世
代
の
支
援

金
は
「
仕
送
り
」
で
負
担
が
重
す

ぎ
る
と
い
う
論
建
て
だ
。
し
か

し
、
75
歳
以
上
を
別
保
険
に
す
る

こ
と
そ
の
も
の
に
問
題
あ
り
。
制

度
設
計
を
社
会
保
障
制
度
に
ふ
さ

わ
し
く
作
り
直
す
こ
と
が
先
決
だ

▼
続
け
て
〝
国
民
の
医
療
費
負
担

を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
た
め

診
療
報
酬
の
抑
制
は
不
可
欠
だ
〞

と
し
、
06
年
度
の
小
泉
政
権
以
来

本
体
は
引
き
上
げ
が
続
い
て
い
る

の
で
、
政
府
の
医
療
費
抑
制
は
薬

価
の
引
き
下
げ
頼
み
で
ご
ま
か
し

に
過
ぎ
な
い
と
言
う
▼
〝
過
剰
受

診　

定
額
金
も
〞
と
の
見
出
し

で
、
医
療
費
が
膨
張
す
る
の
は

「
は
し
ご
受
診
」「
頻
回
受
診
」

が
原
因
で
窓
口
負
担
が
低
す
ぎ
る

か
ら
と
し
、
定
額
負
担
を
提
案
。

診
療
報
酬
の
出
来
高
払
い
の
見
直

し
に
ま
で
言
及
す
る
。
こ
こ
ま
で

一
般
紙
が
言
及
し
て
い
い
も
の
な

の
か
？　

ス
マ
ホ
の
切
り
取
り
ニ

ュ
ー
ス
だ
け
を
見
て
い
る
人
た
ち

は
ど
う
思
う
か
？
▼
記
事
の
執
筆

者
は
生
存
権
の
制
度
後
退
禁
止
原

則
を
ご
存
じ
な
の
か
。「
国
が
憲

法
の
趣
旨
を
具
体
化
す
る
た
め
に

制
度
を
創
っ
た
場
合
、
廃
止
・
縮

小
な
ど
制
度
を
後
退
さ
せ
る
こ
と

を
禁
止
す
る
原
則
」
だ
。 

（
無
）

　

お
ぞ
ま
し
い
新
聞

が
「
次
期
総
裁
は
真

正
面
か
ら
医
療
改
革

と
い
う
難
題
に
取
り

組
む
べ
き
だ
」
と
息

２０２４年(令和６年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２０８２号（１）
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協
会
は
９
月
19
日
、
厚
生
労
働
省
に
対
し
、
本
年
度
診
療
報
酬
改

定
に
か
か
わ
っ
て
、
会
員
医
療
機
関
か
ら
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
疑

問
や
要
望
を
も
と
に
、
現
時
点
で
取
り
扱
い
が
不
明
な
点
数
に
関
す

る
質
問
と
、
会
員
医
療
機
関
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
不
合
理
な
減
点
・
返

戻
に
対
す
る
是
正
を
要
望
。
投
薬
が
な
く
て
も
、
治
療
計
画
に
基
づ

い
て
服
薬
、
運
動
、
栄
養
等
の
療
養
上
の
管
理
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
の
算
定
は
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
明

ら
か
に
し
た
。

し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

か
」
と
質
問
し
た
の
に
対
し
、
厚

労
省
は
「
特
定
疾
患
療
養
管
理
料

は
、
治
療
計
画
に
基
づ
い
て
服

薬
、
運
動
、
栄
養
等
の
療
養
上
の

管
理
を
行
っ
た
場
合
に
算
定
す
る

と
さ
れ
て
お
り
、
投
薬
が
な
い
と

い
う
こ
と
の
み
を
も
っ
て
算
定
で

き
な
い
と
は
言
え
な
い
。（
支
払

審
査
機
関
に
よ
る
振
り
替
え
が
）

事
実
と
す
れ
ば
不
適
切
」
と
回

答
。
協
会
か
ら
は
主
病
を
何
と
す

る
か
は
あ
く
ま
で
医
師
の
権
限
で

あ
り
、
現
場
の
裁
量
を
認
め
る
よ

う
要
請
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
医
療
機
関
か
ら
質

問
の
多
か
っ
た
「
あ
る
月
の
み
生

活
習
慣
病
管
理
料
を
算
定
せ
ず
、

同
管
理
料
に
包
括
さ
れ
る
項
目
を

算
定
す
る
こ
と
は
可
能
か
」
と
の

質
問
に
対
し
て
は
「
そ
れ
を
妨
げ

る
規
定
は
な
い
」
と
回
答
。
例
え

ば
、
生
活
習
慣
病
管
理
料
（
Ⅰ
）

を
算
定
し
て
い
る
患
者
に
対
し
、

内
視
鏡
検
査
を
行
う
月
や
、
悪
性

腫
瘍
特
異
物
質
治
療
管
理
料
を
算

定
す
る
月
の
み
同
管
理
料
を
算
定

し
な
い
な
ど
の
取
り
扱
い
も
可
能

と
の
回
答
を
得
た
。

　

入
院
関
係
で
は
「
重
症
度
、
医

療
・
看
護
必
要
度
」
の
評
価
対
象

か
ら
コ
ロ
ナ
患
者
を
除
外
す
る
よ

う
要
請
し
た
が
、
厚
労
省
は
「
直

ち
に
基
準
を
緩
和
す
る
よ
う
な
議

論
を
中
医
協
の
俎
上
に
上
げ
る
の

は
難
し
い
」
と
回
答
。
協
会
は

「
地
域
の
コ
ロ
ナ
患
者
の
受
け
入

れ
数
を
増
や
せ
ば
増
や
す
ほ
ど
新

基
準
を
満
た
す
こ
と
が
困
難
に
な

っ
て
い
く
と
い
う
矛
盾
が
あ
る
」

と
訴
え
、
重
ね
て
運
用
見
直
し
を

要
請
し
た
。

　

協
会
は
要
請
に
あ
た
っ
て
不
当

減
点
・
返
戻
事
例
に
関
す
る
緊
急

ア
ン
ケ
ー
ト
も
実
施
。
９
月
４
日

に
内
科
系
診
療
所
１
６
５
４
件
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
を
行
い
、
１
８
７
件

か
ら
回
答
を
得
て
い
た
。

　

交
渉
は
、
田
村
智
子
参
議
院
議

員
（
共
産
）
事
務
所
の
仲
介
で
実

現
し
た
。

（
６
面
「
審
査
対
策
部
だ
よ
り
」

も
ご
参
照
く
だ
さ
い
）

　

今
年
も
「
日
常
診
療
経
験
交

流
会
」
を
、
10
月
27
日
（
日
）

「
か
が
や
く
未
来
は
く
る
の

か
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
協

会
会
議
室
で
開
催
し
ま
す
。

　

最
近
の
社
会
情
勢
を
見
ま
す

と
、
私
た
ち
が
幼
稚
園
や
小
学

校
で
学
ん
だ
「
み
ん
な
で
仲
良

く
」「
ウ
ソ
を
つ
く
な
」「
人
を

傷
つ
け
た
ら
謝
れ
」「
も
っ
た

い
な
い
」
と
い
っ
た
ご
く
普
通

の
考
え
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
」
を
守
り
「
今
だ
け
、

こ
こ
だ
け
、
自
分
だ
け
」
を
許

さ
ず
、
将
来
世
代
に
「
か
が
や

く
未
来
」
を
贈
る
の
は
私
た
ち

の
役
割
と
責
任
で
す
。

　

午
前
中
の
分
科
会
で
は
、
か

が
や
く
未
来
に
つ
な
が
る
、
興

味
深
い
、
重
要
な
診
療
現
場
か

ら
の
演
題
発
表
が
ご
ざ
い
ま

す
。
医
科
・
歯
科
・
薬
科
、
ま

た
医
療
・
介
護
の
連
携
を
深
め

る
機
会
と
な
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

午
後
か
ら
の
特
別
講
演
は
、

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
名
誉
教

授
の
繁
田
雅
弘
先
生
に
お
越
し

い
た
だ
き
、「
認
知
症
の
精
神

療
法
の
経
験
か
ら
」
を
テ
ー
マ

に
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
は
、
来
場
参
加
と
オ
ン
ラ

イ
ン
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）
視
聴
に
よ

る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
す
。

　

短
時
間
で
も
結
構
で
す
の
で

先
生
方
は
じ
め
、
ご
家
族
、
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
の
ご
参
加
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

厚労省交渉

第
33
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
へ
ご
参
加
を

現場の経験共有し
「かがやく未来」つくろう

理事長　　西山　裕康
８面にプログラム

ご協力くださいご協力ください

「医療崩壊を防ぐため医師増員を
求める」医師・医学生署名 　

ご注文は、☎078－393－1807まで

オンライン署名

・ 投薬がなくても、主病である特定疾患に対
し治療計画に基づいて服薬、運動、栄養等
の療養上の管理を行った場合には、特定疾
患療養管理料の算定は可能。

・ 生活習慣病管理料を算定している患者に対
し、ある月のみ算定せず、同管理料に包括
される項目を算定することは可能。

　 例）腫瘍マーカー検査を行う月だけ、生活
習慣病管理料を算定せず、悪性腫瘍特異物
質治療管理料を算定するなど

「医療崩壊を防ぐための医師増員を求める署名」推進
特別シンポジウム

16：00～17：00　講演
「生命（いのち）輝かそう兵庫県保険医協会の仲間たち
　　　　　　　　　　　　　～地域包括ケアの時代に～」
　　　　（人生100年、高齢少子化を乗り越えて）

 講師　邉見 公雄先生　地域医療・介護研究会JAPAN会長

パネリスト　邉見公雄・地域医療・介護研究会JAPAN会長
　　　　　　藤末　衛・特定医療法人神戸健康共和会理事長
　　　　　　西山裕康・兵庫県保険医協会理事長

17：00～18：00　シンポジウム

医師を増やして　医療を守ろう！
日　時　10月26日（土）16時～18時
会　場　協会５階会議室（Web用）

https://x.gd/wK0jf

➡ オンラインお申し込みは、下記より事前にご登録ください。ア
クセス方法等を案内するメールが届きます。

　

厚
労
省
か
ら
は
保
険
局
医
療
課

の
青
木
大
宗
主
査
が
対
応
し
た
。

　

不
当
減
点
と
し
て
、
支
払
基
金

か
ら
「
投
薬
も
な
い
疾
患
で
特
定

疾
患
療
養
管
理
料
の
算
定
は
認
め

ら
れ
な
い
」
と
し
て
別
の
疾
患
を

主
病
と
す
る
生
活
習
慣
病
管
理
料

（
Ⅱ
）
に
点
数
を
振
り
替
え
ら
れ

た
事
例
を
紹
介
。

　

「
投
薬
が
な
い
場
合
は
主
病
と

会員アンケートで寄せられた事例をもとに
厚労省に不合理な減点・査定の是正を要請

慈
恵
医
大

慈
恵
医
大
繁
田
繁
田  

雅
弘
雅
弘
名
誉
教
授

名
誉
教
授

特別講演

今回の厚労省交渉の成果今回の厚労省交渉の成果

➡ 来場お申し込みは、☎078－393－1807、もしくはkonishi-s@
doc-net.or.jpまで
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保
団
連
は
９
月
５
日
、
能
登
半

島
地
震
被
災
者
の
医
療
費
窓
口
負

担
金
免
除
が
９
月
末
で
終
了
す
る

問
題
を
中
心
に
、
厚
労
省
交
渉
を

参
議
院
議
員
会
館
で
開
催
。
住
江

憲
勇
保
団
連
名
誉
会
長
、
森
岡
芳

雄
理
事
・
兵
庫
協
会
副
理
事
長
ら

が
参
加
し
、
被
災
者
医
療
と
医
療

提
供
体
制
確
保
に
関
す
る
12
項
目

の
要
求
に
つ
い
て
質
し
た
。
同
省

は
26
日
、
医
療
費
窓
口
負
担
と
介

護
保
険
利
用
料
の
免
除
措
置
を
12

月
末
ま
で
延
長
す
る
通
知
を
発
出

し
た
。

　

一
部
負
担
金
免
除
の
問
題
で

は
、
過
去
の
激
甚
災
害
で
も
免
除

期
間
が
、
阪
神
・
淡
路
で
１
年

間
、
東
日
本
大
震
災
で
は
１
年
半

の
期
間
続
い
た
事
実
を
示
し
て
、

同
措
置
の
延
長
を
強
く
求
め
た
。

さ
ら
に
、
被
災
者
の
医
療
ア
ク
セ

ス
を
確
保
す
る
た
め
に
、
奥
能
登

災
者
支
援
、
復
興
施
策
の
拡
充
を

求
め
た
。

　

森
岡
副
理
事
長
は
、
発
災
か
ら

８
カ
月
、
い
ま
だ
に
倒
壊
家
屋
公

３
分
の
１
の
１
１
２
人
の
「
災
害

関
連
死
」
が
す
で
に
生
ま
れ
て
い

る
原
因
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
も

「
孤
独
死
」
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

る
と
追
及
し
た
。

　

ま
た
さ
ら
に
、
人
口
流
出
が
続

い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
奥

能
登
は
医
療
ア
ク
セ
ス
を
欠
き
、

住
め
な
い
地
域
に
な
っ
て
し
ま

う
。
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
地
域

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
医
療
提
供
や
な

り
わ
い
再
建
な
ど
、
被
災
者
支
援

施
策
の
抜
本
的
強
化
が
急
務
だ
と

迫
っ
た
。

費
解
体
の
完
了
は
１
割
で
完
了
は

来
年
秋
と
言
わ
れ
て
お
り
、
体
育

館
な
ど
一
次
避
難
所
暮
ら
し
の
被

災
者
も
４
０
０
人
超
残
る
な
ど
、

復
興
は
お
ろ
か
、
現
地
の
状
況
は

「
復
旧
の
初
期
段
階
に
あ
り
、
医

療
費
免
除
を
打
ち
切
れ
る
状
況
に

は
全
く
な
い
」
と
強
調
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
復
旧
過

程
で
は
、
発
災
後
７
月
ま
で
に
４

万
５
０
０
０
戸
の
仮
設
住
宅

を
完
成
し
、
避
難
所
暮
ら
し

は
ほ
ぼ
解
消
し
て
い
た
。
対

し
て
能
登
で
は
、
８
カ
月
し

て
や
っ
と
６
８
０
０
戸
あ
ま

り
の
仮
設
住
宅
が
完
成
し
つ

つ
あ
る
だ
け
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
住
居
の
再
建
が
非

常
に
遅
れ
て
お
り
、
40
戸
に

１
カ
所
の
目
安
と
さ
れ
て
い

る
「
集
会
所
」
が
併
設
さ
れ

て
い
る
仮
設
団
地
が
約
半
分

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
、
死
者
３
４
１
人
の
う
ち

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

山
室　

洋
先
生

宝
塚
市　

消
化
器
・
内
科

９
月
11
日 

享
年
91
歳

◇
出
席　

22
人

◇
情
勢　

日
経
新
聞
は
自
民
党
総

裁
選
に
乗
じ
て
、
医
療
分
野
に
お

い
て
時
代
遅
れ
の
新
自
由
主
義
的

改
革
が
必
要
と
す
る
社
論
を
掲

載
。「
高
齢
者
に
も
応
分
の
負
担

を
求
め
、
医
療
機
関
に
対
価
と
し

て
払
う
診
療
報
酬
の
あ
り
方
を
含

め
大
胆
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
、
将

来
世
代
へ
の
責
務
を
果
た
せ
な

い
」
な
ど
と
し
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

「
憲
法
が
輝

く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」
が
、

大
澤
芳
清
理
事
（
兵
庫
県
民
主
医

療
機
関
連
合
会
会
長
）
を
次
期
県

知
事
選
挙
に
擁
立
す
る
こ
と
を
決

定
し
、
７
日
立
候
補
表
明
の
記
者

会
見
を
開
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。「
２
０
２
４
年
兵
庫
県
知
事

選
挙
に
あ
た
っ
て
の
保
険
医
の
重

点
要
求
（
案
）」
な
ら
び
に
「
２

０
２
４
年
県
知
事
選
挙
へ
の
対
応

（
案
）」
に
つ
い
て
、
各
支
部
で

の
討
議
を
理
事
会
と
し
て
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
結
果
を
踏
ま
え

て
、
今
後
の
方
針
を
決
定
す
る
こ

と
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
環
境
・
公
害
対
策
部　

①
女
川

第
２
原
発
の
燃
料
装
填
開
始
に
対

し
抗
議
声
明
を
発
表
す
る
こ
と
、

②
原
子
力
規
制
委
員
会
の
敦
賀
原

発
２
号
機
「
不
合
格
」
に
つ
い
て

「
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
の

発
電
用
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申

請
所
に
関
す
る
審
査
書
類
」
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
、
原
子
力

規
制
委
員
会
の
審
議
結
果
を
支
持

す
る
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
了

承
さ
れ
た
。

◇
兵
庫
県
知
事
選
挙
へ
の
対
応　

藤
末
副
議
長
が
県
知
事
選
挙
の
意

義
を
解
説
、
西
山
理
事
長
が
県
知

事
選
挙
候
補
者
で
あ
る
大
澤
理
事

を
紹
介
、
大
澤
理
事
が
候
補
者
と

し
て
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

 

（
９
月
14
日　

理
事
会
よ
り
）

能
登
半
島
地
震
被
災
者
一
部
負
担
金
免
除
で
厚
労
省
交
渉

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

被
災
者
支
援
施
策
の
強
化
を

厚
労
省
交
渉
で
、
被
災
者
の
医
療
に
関

す
る
施
策
等
12
項
目
を
求
め
る　
　
　

厚労省に要求を渡す住江憲勇保団連名誉会長
（左端）、森岡芳雄副理事長（右端）、工藤浩
司石川協会事務局長（右２人目）　　　　　

　協会は９月14日、第1196回理事会にて、女川第２原発の燃料装填開始に強
く抗議し廃炉を求める下記の声明を採択し、関係機関に送付した。

　協会は９月14日、第1196回理事会にて、「日本原子力発電株式会社敦賀発
電所の発電用原子炉設置変更許可申請書に関する審議書類」のパブリックコ
メントへ下記の意見を提出することを承認し、原子力規制委員会に送付した。

 2024年９月14日

東北電力株式会社　取締役会長　増子　次郎　殿

女川第２原発の燃料装填開始に抗議し
即時廃炉を求める

 兵庫県保険医協会
 第1196回理事会
　女川原発２号機について、東北電力は９月３日、11月ごろの再稼働に向け
て原子炉に核燃料を入れる作業を開始したと発表した。
　同原発は事故を起こした東京電力・福島第一原発１～４号機と同じBWR
沸騰水型の原子炉で、再稼働すれば、東日本大震災のあと初めてとなる。
BWR型は、放射能で汚染された蒸気でタービンを回すので重大な事故につ
ながりやすいことが指摘されている。
　また、震災の際に想定を大きく上回る揺れにより自動停止した上、津波に
より原子炉建屋が浸水するなど福島原発と同様の重大事故に進展しかねなか
った被災原発である。東北電力は安全工事として、原子炉建屋に蒸気で動く
注水系ポンプを設け、爆発を防ぐため充満した水素を酸素と結合させ水にす
る装置や建屋の気体放出を抑えるフィルター付きベント装置を配備したと主
張したが、地震の時、実際に安全確保の機能が働くかどうかも疑問視されて
いる。
　牡鹿半島の付け根部分の女川町一帯は、干拓・造成地であり、度々冠水を
起こしており、今年１月の能登半島地震の折に液状化が起こり、住宅の損
壊、道路の寸断が起こった内灘町と同様の地盤である。牡鹿半島に立地する
女川原発の周辺も、原発事故と地震や津波との複合災害時に計画通りの避難
ができるかが懸念される。原発に近い集落からの避難路は山道で、カーブや
アップダウンが連続する中、事故後の大規模渋滞も予想され、避難計画の実
効性は担保されているとは言い難い。
　われわれは、いのちと健康をまもる医療従事者として、事故による放射能
汚染の危険性を内包し、安定処分できない危険な核廃棄物を出し続ける原子
力発電所の新設、増設、再稼働を到底容認することはできない。東北電力お
よび政府は、原発ゼロを求める国民・地元住民の声に耳を傾け、女川原発２
号機の再稼働を断念し、今すぐ廃炉にするよう強く求める。

「日本原子力発電株式会社敦賀発電所の発電用
原子炉設置変更許可申請書に関する審議書類」

への意見の提出
 兵庫県保険医協会
 環境・公害対策部長　森岡　芳雄

　われわれは、いのちと健康を守る医師の団体として、日本原子力発電株式
会社敦賀発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書（２号発電用原子炉施設
の変更）に関する審査において、『原子炉等規制法第43条の３の８第２項に
おいて準用する原子炉等規制法第43条の３の６第１項第４号に適合している
ものとは認められない。』とした原子力規制委員会の審査結果を支持する。
　新基準に基づき、審査チームは、２号機から北約300メートルで見つかっ
た「Ｋ断層」について、（１）将来動く活動性があるかどうか（２）建屋直
下まで延びる連続性があるかどうかを議論した。地層及び地層上部・下部の
堆積年代、地層のOSL年代測定やＤ－１トレンチにおけるＫ断層の変位・変
形、Ｋ断層の分布と性状などの調査結果を根拠にして、（１）（２）に「活動
性を否定することは困難」、「評価の信頼性が乏しい」と結論づけた。
　今回の審査結果は妥当であり、この結果を支持する。同時に日本は地震大
国であり、能登半島地震では想定されていなかった断層の連動した動きなど
が確認されており、地震リスクは非常に高い。原子力規制委員会には、すべ
ての原発の審査をやり直し、厳格な判断のもと、稼働認可を取り消すよう強
く求める。

抗議声明

「汚染水海洋投棄 「汚染水海洋投棄 
 －下北半島六ヶ所村再処理工場－日本の核政策」 －下北半島六ヶ所村再処理工場－日本の核政策」
小出裕章氏講演録パンフレット発行のご紹介小出裕章氏講演録パンフレット発行のご紹介

本号にパンフレットを同封しています。
追加のご注文は、☎078－393－1807まで

　東日本大震災・福島第一原発事故から
13年となるのにあわせ、日本の原子力政
策について改めて考えようと、協会西宮
・芦屋支部と環境・公害対策部が３月16
日に共催した、市民学習会「汚染水海洋
投棄－下北半島六ヶ所村再処理工場－日
本の核政策」（講師：元京都大学原子炉
実験所助教　小出裕章氏）の講演録が完
成しました！
　原発事故は現在に至るまで悲惨で多様
な被害を生んでいる中、原発を推進して
きた国・電力会社らが、原発の危険性を
隠し、事故後も「想定外」と責任を逃れ、「安全基準」は「規制基準」
にすり替えて原発を推進している現状を解説。
　政府・ 東京電力が強行する「ALPS処理水」海洋投棄について、
「ALPS処理水」はトリチウムが排出基準濃度の10倍、他の放射能汚染
物質も完全に取り除かれることなく含まれた「放射能汚染水」であり、
海洋投棄以外にタンクの増設等、現実的で容易に実行できる方策は多数
あると紹介。
　政府が海洋投棄を強行する背景には、核兵器は持たないが製造技術は
保有したいという基本政策があると指摘。政府は青森県六ヶ所村で再処
理工場を稼働させ、原爆の材料となるプルトニウムを抽出できる技術を
保有しようとしているが、福島のトリチウムを海洋投棄できなければ、
同様に膨大なトリチウム等の放射性物質を発生させる再処理工場も運転
できなくなり、日本の原子力政策という名の「核政策」が破綻に追い込
まれると解説しています。

４
公
立
病
院
の
統
廃

合
計
画
を
中
止
す
る

こ
と
、
医
療
施
設
等

災
害
復
旧
補
助
金
の

拡
充
な
ど
、
被
災
地

で
の
医
療
機
関
と
被

本号同封！本号同封！
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２
０
２
４
年
９
月

２
０
２
４
年
９
月
1414
日　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

日　

兵
庫
県
保
険
医
協
会

２
０
２
４
年
兵
庫
県
知
事
選
挙
に
あ
た
っ
て
の

保
険
医
の
重
点
要
求

保
険
医
の
重
点
要
求（
案
）

（
案
）

は
じ
め
に

　

２
０
２
１
年
知
事
選
挙
で
は
、

そ
れ
ま
で
の
井
戸
知
事
の
退
任
に

よ
り
金
沢
和
夫
氏
や
斎
藤
元
彦

氏
、
金
田
峰
生
氏
ら
新
人
同
士
が

争
う
も
の
と
な
っ
た
。
井
戸
県
政

で
副
知
事
を
つ
と
め
た
金
沢
和
夫

氏
は
井
戸
県
政
の
「
継
承
」
を
掲

げ
た
が
、
県
政
「
刷
新
」
を
掲
げ

た
斎
藤
元
彦
現
知
事
に
敗
れ
た
。

し
か
し
、
現
斎
藤
元
彦
知
事
が
掲

げ
た
、
県
政
「
刷
新
」
は
、
国
言

い
な
り
に
病
院
、
保
健
所
、
学
校

の
統
廃
合
を
推
し
進
め
る
と
と
も

に
、
老
朽
化
し
た
県
庁
舎
を
解
体

し
、
職
員
の
出
勤
を
４
割
に
減
ら

す
こ
と
や
、
県
の
様
々
な
事
業
に

指
定
管
理
者
制
度
や
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
積

極
的
に
導
入
す
る
な
ど
、
県
の
役

割
を
縮
小
し
た
り
、
県
が
担
っ
て

い
た
役
割
を
民
間
に
売
り
渡
す
、

極
め
て
新
自
由
主
義
的
な
改
革
で

あ
る
。
一
方
で
、
井
戸
県
政
の
下

で
計
画
、
推
進
さ
れ
て
き
た
播
磨

臨
海
地
域
道
路
に
代
表
さ
れ
る
大

型
公
共
事
業
は
、
全
く
見
直
さ
れ

て
い
な
い
。

　

ま
た
、
西
播
磨
県
民
局
長
に
よ

る
「
斎
藤
元
彦
兵
庫
県
知
事
の
違

法
行
為
等
に
つ
い
て
」
と
題
す
る

文
書
告
発
に
始
ま
る
県
政
の
混
乱

は
、
知
事
が
事
実
調
査
の
前
に
公

開
の
場
で
告
発
者
を
「
嘘
八
百
」

「
公
務
員
失
格
」
と
決
め
つ
け
る

な
ど
、
対
応
の
不
適
切
さ
か
ら
、

兵
庫
県
政
は
告
発
者
の
自
死
と
い

う
最
悪
の
事
態
を
ふ
く
む
前
代
未

聞
の
混
乱
に
陥
っ
て
い
る
。
斎
藤

知
事
は
、
こ
の
期
に
及
ん
で
な
お

「
県
政
を
前
に
進
め
る
の
が
私
の

責
任
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
質
問

に
ま
じ
め
に
答
え
る
こ
と
さ
え
し

な
い
記
者
会
見
で
の
姿
か
ら
は
、

「
県
政
を
前
に
進
め
る
」
姿
勢
を

感
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

我
々
は
、
２
０
２
４
年
知
事
選

挙
を
下
記
の
要
求
実
現
の
絶
好
の

機
会
と
し
て
、
実
現
の
た
め
に
奮

闘
す
る
も
の
で
あ
る
。

１
、地
域
の
医
療
提
供
体

制
を
充
実
す
る

①
国
の
地
域
医
療
構
想
策
定
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
機
械
的
に

策
定
さ
れ
た
兵
庫
県
地
域
医
療

構
想
を
見
直
す
こ
と
。
見
直
し

に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
や
新
興

感
染
症
対
策
を
見
越
し
て
余
裕

を
持
っ
た
病
床
数
を
将
来
推
計

に
反
映
さ
せ
る
、
病
院
の
統
廃

合
は
、
地
域
の
住
民
は
も
と
よ

り
地
域
の
医
療
関
係
者
の
意
見

を
十
分
に
反
映
さ
せ
る
、
地
域

の
開
業
医
の
高
齢
化
を
踏
ま

え
、
過
度
に
在
宅
医
療
に
頼
る

体
制
と
し
な
い
、
等
に
十
分
留

意
す
る
こ
と
。

②
厚
生
労
働
省
に
対
し
、
医
師
臨

床
研
修
の
募
集
定
員
上
限
の
引

き
上
げ
を
強
く
求
め
る
と
と
も

に
、
研
修
医
の
意
見
を
十
分
に

考
慮
し
、
地
方
の
中
小
病
院
の

募
集
定
員
を
削
減
し
な
い
こ

と
。

③
医
療
機
関
に
対
す
る
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
、
財
政
措
置
を
と

る
こ
と
。

④
地
域
医
療
を
支
え
る
た
め
診
療

報
酬
の
引
き
上
げ
を
国
に
求
め

る
こ
と
。

⑤
今
次
診
療
報
酬
改
定
で
賃
上
げ

の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
事
務

職
や
40
歳
以
上
の
医
師
・
歯
科

医
師
の
賃
上
げ
の
た
め
の
財
政

措
置
を
と
る
こ
と
。

⑥
２
０
２
４
年
10
月
か
ら
の
長
期

収
載
医
薬
品
の
選
定
療
養
実
施

の
中
止
を
国
に
求
め
る
こ
と
。

⑦
県
立
病
院
は
引
き
続
き
県
立
・

県
営
で
運
営
す
る
こ
と
。

⑧
先
端
医
療
開
発
を
理
由
と
し

た
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
混
合
診
療
に
道
を
開
く
施
策

は
行
わ
な
い
こ
と
。

⑨
地
域
別
診
療
報
酬
導
入
、
実
施

を
行
わ
な
い
こ
と
。

⑩
新
規
開
業
規
制
は
行
わ
な
い
こ

と
。

⑪
北
播
磨
圏
域
に
地
域
周
産
期
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る

こ
と
。

⑫
西
播
磨
準
圏
域
で
の
救
急
医
療

体
制
の
確
保
を
行
う
こ
と
。

⑬
丹
波
医
療
圏
域
に
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
。

⑭
県
立
病
院
に
歯
科
・
口
腔
外
科

を
整
備
す
る
こ
と
。

⑮
健
康
保
険
証
の
存
続
を
国
に
求

め
る
と
と
も
に
、
市
町
に
加
入

者
全
員
に
資
格
確
認
書
を
発
行

さ
せ
る
こ
と
。

２
、医
療・
福
祉
制
度
の
拡
充

①
高
齢
期
移
行
者
医
療
助
成
制
度

を
充
実
さ
せ
、
高
齢
者
の
医
療

費
窓
口
負
担
が
１
割
負
担
と
な

る
よ
う
医
療
保
険
制
度
と
の
差

額
を
助
成
す
る
こ
と
。

②
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
の
所

得
制
限
を
、
児
童
扶
養
手
当
の

一
部
支
給
の
所
得
制
限
ま
で
緩

和
す
る
こ
と
。

③
入
院
給
食
費
助
成
を
復
活
す
る

こ
と
。

④
こ
ど
も
医
療
費
は
、
県
内
市
町

の
努
力
で
そ
の
90
％
が
中
学
３

年
生
ま
で
、
65
％
が
高
校
３
年

生
世
代
ま
で
自
己
負
担
を
無
料

に
し
て
い
る
。
市
町
ま
か
せ
で

な
く
、
県
の
責
任
で
「
中
３
ま

で
無
料
」
を
実
現
し
、
さ
ら
に

高
校
３
年
生
世
代
ま
で
無
料
を

め
ざ
す
こ
と
。

⑤
福
祉
医
療
対
象
者
の
薬
局
・
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け

る
患
者
負
担
を
廃
止
す
る
こ

と
。

⑥
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
を
引

き
下
げ
る
と
と
も
に
、
市
町
に

不
当
な
差
し
押
さ
え
を
行
わ
せ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑦
妊
産
婦
健
診
助
成
を
拡
充
し
、

妊
産
婦
医
療
費
助
成
制
度
を
創

設
す
る
こ
と
。

⑧
高
齢
の
軽
度
難
聴
者
に
対
す
る

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
。

⑨
外
国
人
急
病
人
未
払
い
医
療
費

補
填
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

⑩
歯
科
検
診
と
妊
産
婦
歯
科
検

診
、
口
腔
が
ん
検
診
を
、
す
べ

て
の
歯
科
医
院
で
無
料
で
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑪
予
防
接
種
事
業
は
原
則
無
料
と

し
、
全
員
が
平
等
に
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑫
介
護
保
険
制
度
の
保
険
料
・
利

用
料
に
つ
い
て
独
自
の
減
免
制

度
を
も
う
け
る
こ
と
。

⑬
介
護
従
事
者
の
待
遇
を
改
善

し
、
人
材
を
確
保
す
る
こ
と
。

⑭
生
活
保
護
等
福
祉
受
給
者
を
監

視
し
た
り
、
差
別
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

３
、開
業
保
険
医
が
安
心
し
て

診
療
に
専
念
で
き
る
よ
う

①
保
険
診
療
に
関
す
る
監
督
責
任

の
あ
る
県
と
し
て
、
次
の
こ
と

に
留
意
す
る
こ
と
。
審
査
・
指

導
は
「
行
政
手
続
法
」
の
趣
旨

に
も
と
づ
き
行
わ
せ
る
こ
と
。

主
治
医
の
裁
量
権
を
尊
重
し
、

医
学
・
医
療
内
容
を
無
視
し
た

経
済
審
査
や
強
権
的
指
導
・
監

査
を
是
正
す
る
こ
と
。
事
務
職

員
に
よ
る
医
療
内
容
の
点
検
関

与
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の
民
間
委

託
は
や
め
さ
せ
る
こ
と
。

②
医
療
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
に
際
し

て
、
導
入
の
た
め
の
費
用
等
の

補
償
を
行
う
こ
と
。

③
医
療
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
公

費
助
成
を
行
う
こ
と
。

④
県
内
全
自
治
体
に
歯
科
検
診
・

予
防
活
動
の
セ
ン
タ
ー
と
な
る

口
腔
衛
生
セ
ン
タ
ー
、
障
が
い

児
（
者
）
の
診
療
を
担
う
歯
科

セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
。

⑤
県
立
の
歯
科
技
工
士
学
校
を
再

度
整
備
す
る
と
と
も
に
、
適
切

な
助
成
等
を
行
い
歯
科
技
工
士

養
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
。

⑥
安
心
・
安
全
の
歯
科
技
工
物
を

県
民
に
供
給
す
る
た
め
、
歯
科

技
工
所
に
対
す
る
財
政
措
置
を

と
る
こ
と
。

⑦
「
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り

推
進
条
例
」
に
つ
い
て
、
学
校

歯
科
健
診
で
不
正
咬
合
な
ど
矯

正
治
療
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た

場
合
、
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い

治
療
費
を
県
が
助
成
す
る
こ
と

な
ど
、
県
が
予
算
措
置
を
十
分

に
行
う
こ
と
。

４
、阪
神
・
淡
路
大
震
災

復
興
要
求

①
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改

正
を
ふ
ま
え
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
被
災
者
の
暮
ら
し
再
建
・

救
済
の
た
め
に
特
例
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

②
現
段
階
で
返
済
で
き
な
い
各
種

震
災
関
連
融
資
の
返
済
を
免
除

す
る
こ
と
。

③
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
支

援
限
度
額
引
き
上
げ
、
半
壊
・

一
部
損
壊
世
帯
・
住
宅
店
舗
へ

の
適
用
拡
大
、
災
害
規
模
に
よ

る
適
用
条
件
の
廃
止
を
国
に
求

め
る
こ
と
。

④
民
間
医
療
機
関
の
耐
震
診
断
、

耐
震
補
強
に
助
成
す
る
こ
と
。

⑤
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
す

る
防
災
対
策
を
強
め
る
こ
と
。

５
、
不
必
要
な
公
共
事
業

や
環
境
破
壊
を
や
め
る

①
播
磨
臨
海
地
域
道
路
な
ど
無
駄

な
公
共
事
業
へ
の
支
出
を
抜
本

的
に
見
直
す
こ
と
。

②
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
に
対

す
る
検
診
や
補
償
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を

含
む
建
物
の
解
体
工
事
な
ど
に

対
し
て
、
厳
し
く
監
視
す
る
こ

と
。

③
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
。
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
が
多
い
石
炭

火
力
発
電
所
の
新
増
設
は
認
め

な
い
こ
と
。

④
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
つ
い
て
各
河
川
の

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
血
中

濃
度
測
定
を
希
望
す
る
県
民
に

実
施
す
る
こ
と
。

６
、県
民
の
く
ら
し
と
平

和
を
守
る

①
非
核
自
治
体
宣
言
を
行
う
こ

と
。

②
オ
ス
プ
レ
イ
を
含
む
米
軍
機
の

訓
練
飛
行
や
京
都
府
北
部
に
設

置
さ
れ
た
米
軍
の
Ｘ
バ
ン
ド
レ

ー
ダ
ー
の
電
波
に
よ
り
兵
庫
県

北
部
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
行
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
、
政

府
や
米
軍
に
申
し
入
れ
等
を
行

う
な
ど
必
要
な
措
置
を
と
る
こ

と
。

投稿募集！

兵庫県知事選挙「投票に行こう～私の思い～」兵庫県知事選挙「投票に行こう～私の思い～」

憲法が輝く兵庫県政をつくる会発行憲法が輝く兵庫県政をつくる会発行
『ウィーラブ兵庫10 県政に信頼と安心を』ご紹介『ウィーラブ兵庫10 県政に信頼と安心を』ご紹介 日帰りバスツアー日帰りバスツアー

丹波ワインと秋の丹波路を楽しむ丹波ワインと秋の丹波路を楽しむ

保険医協会　文化部

書籍のご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

字　数　600字程度　　締　切　10月23日（水）
送り先　E-mail：wuyuxi@doc-net.or.jp　FAX：078-393-1820

　協会も参加する「憲法が輝く兵庫県政をつくる
会」は、この度、書籍『ウィーラブ兵庫10 県政に
信頼と安心を』を発行いたしました。
　この本は、約半年前からの告発文書問題で混乱し
ている兵庫県政やこれまでの県の医療政策について
の「憲法が輝く兵庫県政をつくる会」の評価と新た
にめざす県政の内容を整理したものです。ぜひご一
読いただければ幸いです。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
、
９
月
14
日
の
第
１
１

９
６
回
理
事
会
で
２
０
２
４
年
兵
庫
県
知
事
選
挙

に
あ
た
っ
て
の
保
険
医
の
重
点
要
求
（
案
）
を
承

認
し
た
。
こ
の
要
求
（
案
）
を
も
と
に
候
補
者
と

懇
談
し
、
支
持
・
推
薦
を
決
定
す
る
。
要
求
案
全

文
を
掲
載
す
る
。

日　時　11月10日（日）９時30分～16時30分
内　容　 ９：30～神戸三宮ラウンドワン前出発
　　　　11：20～丹波ワイン見学・試飲、旬の素材コース料理でご昼食
　　　　14：30～丹波篠山・城下町周辺自由散策
　　　　16：30三宮着
参加費　お１人様17,000円（お食事代込み）
定　員　20人
締　切　10月25日（金）



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２０８２号２０２４年(令和６年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行) （４）

秋の共済制度募集
好評受付中！

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心

もっと便利な積立制度

☎ 078お問合わせは共済部まで安心

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。※サイバー保険もお問い合わせください！

秋は「一時払」の
増額受付のみとなります

ドクターに最適を提供します

非営利だから
コスパが秀逸

天災や水漏れ等による休業損害も安心

協 会の 共済制度
介護保険Sasa*L誕生！

ササエル

10
月
15
日
公
示
、
10
月
27
日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
る
と
さ
れ
る

総
選
挙
に
向
け
て
、
９
月
28
日
の
第
１
１
９
７
回
理
事
会
で
承
認
さ

れ
た
「
２
０
２
４
年
総
選
挙
に
あ
た
っ
て
の
保
険
医
の
重
点
要
求

（
案
）」
を
発
表
す
る
。

　

今
次
総
選
挙
に
あ
た
り
、
私
た

ち
保
険
医
は
こ
れ
ま
で
の
医
療
・

社
会
保
障
費
抑
制
政
策
を
転
換
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定

は
、
ま
た
し
て
も
全
体
マ
イ
ナ
ス

改
定
と
な
っ
た
。
物
価
や
人
件
費

の
高
騰
に
加
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
義
務
化
等
医
療
Ｄ
Ｘ
対

応
の
負
担
等
に
よ
り
、
昨
年
度
の

医
療
機
関
の
休
廃
業
・
解
散
は
過

去
最
多
を
更
新
し
、
10
年
前
と
比

較
し
て
２
・
３
倍
に
増
え
て
い

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
地
域
で
の

医
療
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
象

徴
で
あ
る
保
険
証
を
廃
止
し
、
取

得
が
任
意
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
申
請
に
基
づ
い
て
交
付
さ
れ

る
資
格
確
認
書
を
そ
の
代
替
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
は
、
国
民
皆
保

険
制
度
で
保
障
さ
れ
た
市
民
の
受

療
権
を
奪
う
も
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
政
府
・
与
党
は
、
金

融
資
産
に
応
じ
た
さ
ら
な
る
患
者

・
国
民
負
担
の
導
入
、
医
学
部
定

員
の
削
減
、
保
険
給
付
範
囲
の
見

直
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
２

割
負
担
の
対
象
者
の
範
囲
拡
大
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
対
す
る
利

用
者
負
担
の
導
入
、
軽
度
者
に
対

す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
支
援

事
業
へ
の
移
行
な
ど
を
行
う
と
し

て
い
る
。

　

政
府
・
与
党
は
こ
う
し
た
医
療

・
社
会
保
障
費
抑
制
政
策
を
や

め
、
医
療
・
社
会
保
障
の
充
実
と

国
民
・
患
者
負
担
の
引
き
下
げ
等

で
、
国
民
の
命
、
健
康
、
生
活
、

そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
医
療
機
関

を
守
る
べ
き
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
政
府
・
与
党
は
ア
メ

リ
カ
言
い
な
り
の
軍
拡
を
進
め
て

い
る
。
２
０
２
４
年
度
の
防
衛
費

は
過
去
最
大
７
・
９
兆
円
で
あ

り
、
25
年
度
概
算
要
求
に
至
っ
て

は
８
・
５
兆
円
に
ま
で
増
や
す
方

針
で
あ
る
。
過
去
の
戦
争
の
反
省

か
ら
禁
じ
ら
れ
て
き
た
国
債
に
よ

る
防
衛
費
拡
大
も
解
禁
し
た
。
そ

の
上
、
そ
れ
ま
で
歴
代
自
民
党
政

権
で
す
ら
憲
法
違
反
で
あ
る
と
し

て
き
た
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
や

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
、
空
母

の
保
有
を
容
認
し
、
国
是
で
あ
る

武
器
輸
出
三
原
則
も
徐
々
に
要
件

を
緩
和
し
、
殺
傷
能
力
の
あ
る
武

器
の
輸
出
も
解
禁
し
た
。
こ
う
し

た
日
本
の
こ
れ
ま
で
の
安
全
保
障

政
策
を
抜
本
的
に
転
換
す
る
動
き

は
、
つ
い
に
、
主
権
の
一
部
で
あ

る
自
衛
隊
の
指
揮
権
を
ア
メ
リ
カ

に
差
し
出
す
方
向
性
に
達
し
て
い

る
。
自
衛
隊
を
ア
メ
リ
カ
の
尖
兵

と
す
る
こ
う
し
た
動
き
は
、
極
め

て
危
険
な
も
の
で
断
固
容
認
で
き

な
い
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
自
民
党
派
閥
の
政

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
裏
金
事
件

は
、
財
界
に
よ
る
政
策
買
収
を
示

す
も
の
で
あ
る
し
、
多
く
の
市
民

に
被
害
を
与
え
た
カ
ル
ト
教
団
、

旧
統
一
教
会
と
自
民
党
の
組
織
的

つ
な
が
り
が
い
ま
だ
に
清
算
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
は
、
日
本
の
民
主

主
義
の
危
機
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

私
た
ち
は
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
日

本
の
さ
ら
な
る
軍
事
大
国
化
を
許

さ
ず
、
社
会
保
障
の
充
実
で
持
続

可
能
な
経
済
社
会
を
つ
く
る
こ
と

を
求
め
る
。

個
別
要
求

１
、
医
療
・
社
会
保
障
制
度
の
改

善
要
求

①
急
性
期
病
床
削
減
あ
り
き
の
地

域
医
療
構
想
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
都
道
府
県
に
押
し
付
け
ず
、
都

道
府
県
が
、
地
域
の
住
民
は
も
と

よ
り
地
域
の
医
療
関
係
者
の
意
見

を
十
分
に
反
映
さ
せ
、
災
害
や
新

興
感
染
症
対
策
を
見
越
し
て
余
裕

を
持
っ
た
病
床
数
を
将
来
推
計
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。
地
域
医
療
の
砦
と

し
て
政
策
医
療
を
提
供
す
る
公
立

・
公
的
病
院
の
役
割
を
評
価
し
、

無
理
な
統
廃
合
を
行
わ
な
い
こ

と
。

②
医
師
不
足
を
解
消
す
る
と
と
も

に
相
次
ぐ
医
師
の
過
労
死
を
防
ぐ

た
め
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
養

成
数
を
増
や
す
こ
と
。

③
健
康
保
険
証
を
存
続
さ
せ
る
と

と
も
に
、
医
療
機
関
に
医
療
Ｄ
Ｘ

に
係
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
強
制

し
た
り
、
そ
れ
に
伴
う
金
銭
的
人

的
負
担
を
押
し
付
け
な
い
こ
と
。

④
患
者
負
担
増
計
画
を
撤
回
し
、

医
療
費
窓
口
負
担
割
合
を
引
き
下

げ
る
こ
と
。
こ
ど
も
の
医
療
費
窓

口
負
担
は
国
の
責
任
で
中
学
３
年

生
ま
で
無
料
に
し
、
高
校
３
年
生

世
代
ま
で
無
料
を
め
ざ
す
こ
と
。

⑤
診
療
報
酬
本
体
の
再
改
定
、
不

合
理
是
正
を
行
う
こ
と
。

⑥
歯
科
医
療
危
機
の
打
開
に
ふ
さ

わ
し
い
歯
科
診
療
報
酬
の
大
幅
引

き
上
げ
、
保
険
の
利
く
範
囲
を
広

げ
る
こ
と
、
歯
科
技
工
士
・
歯
科

衛
生
士
の
労
働
環
境
の
改
善
、
金

パ
ラ
逆
ザ
ヤ
解
消
を
行
う
と
と
も

に
代
替
材
料
の
開
発
と
保
険
適
用

を
行
う
こ
と
。

⑦
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
に
つ
な

が
る
選
定
療
養
費
制
度
の
さ
ら
な

る
拡
大
な
ど
を
行
わ
な
い
こ
と
。

⑧
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
で
国
保

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
。
ま

た
、
短
期
保
険
証
や
資
格
証
明
書

の
発
行
を
や
め
る
こ
と
。
学
資
保

険
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
わ
な

い
こ
と
。

⑨
介
護
保
険
制
度
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
認
定
方
式
を
改
め
る
と
と
も

に
、
保
険
料
を
応
能
負
担
に
改

め
、
利
用
者
負
担
を
引
き
下
げ
る

こ
と
。

⑩
年
金
積
立
金
の
投
機
的
運
用
を

止
め
る
と
と
も
に
、
自
動
的
に
年

金
支
給
額
を
減
ら
す
「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
」
を
廃
止
し
、
最
低

保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
め
ざ
す

こ
と
。

⑪
医
療
の
公
益
性
を
守
る
事
業
税

非
課
税
措
置
と
４
段
階
税
制
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
。

２
、
災
害
復
興
を
求
め
る
要
求

①
能
登
半
島
地
震
の
医
療
費
一
部

負
担
金
免
除
措
置
を
、
生
活
再
建

が
完
了
す
る
ま
で
延
長
し
、
全
被

災
医
療
機
関
の
再
建
に
公
的
支
援

を
行
う
こ
と
。

②
被
災
地
復
興
に
直
接
関
係
の
な

い
事
業
に
復
興
予
算
を
流
用
す
る

の
を
や
め
、
被
災
者
の
生
活
再
建

に
真
に
役
立
つ
予
算
執
行
を
行
う

こ
と
。

③
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
支

援
限
度
額
引
き
上
げ
、
半
壊
・
一

部
損
壊
世
帯
・
住
宅
店
舗
へ
の
適

用
拡
大
、
災
害
規
模
に
よ
る
適
用

条
件
の
廃
止
を
行
う
こ
と
。

３
、
財
政
構
造
の
転
換
を
求
め
る

要
求

①
消
費
税
を
減
税
し
、
医
療
機
関

の
控
除
対
象
外
消
費
税
を
ゼ
ロ
税

率
導
入
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
。

②
防
衛
予
算
の
急
拡
大
な
ど
、
税

金
の
使
い
方
を
見
直
し
、
社
会
保

障
へ
の
公
費
負
担
を
拡
充
す
る
こ

と
。

③
空
前
の
利
益
を
上
げ
、
内
部
留

保
を
積
み
増
し
し
て
い
る
大
企
業

に
、
安
定
的
雇
用
の
拡
大
、
賃
金

の
引
き
上
げ
を
求
め
、
社
会
保
険

料
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
。

④
大
企
業
や
富
裕
層
向
け
の
優
遇

税
制
を
あ
ら
た
め
、
法
人
税
や
所

得
税
率
を
引
き
上
げ
、
社
会
保
障

の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。
タ
ッ

ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
な
ど
に
よ
り
税
金

逃
れ
を
行
っ
て
い
る
企
業
や
富
裕

層
に
追
徴
的
に
課
税
す
る
こ
と
。

４
、
環
境
・
公
害
に
関
わ
る
要
求

①
原
発
と
石
炭
火
発
を
将
来
に
わ

た
り
維
持
・
活
用
し
よ
う
と
し
て

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
脱
原
発
・
脱
石

炭
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心

の
政
策
に
転
換
し
、「
２
０
５
０

年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実

質
ゼ
ロ
」
を
実
現
す
る
こ
と
。

②
稼
働
中
の
原
発
を
停
止
し
、
す

べ
て
の
原
発
の
再
稼
働
、
新
増

設
、
輸
出
を
止
め
、
全
原
発
の
廃

炉
を
決
断
す
る
こ
と
。

③
原
子
力
規
制
委
員
会
を
透
明
か

つ
公
正
・
民
主
的
な
機
関
と
し
て

確
立
す
る
こ
と
。

④
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
に
関
す

る
国
の
責
任
を
認
め
、
被
害
実
態

の
正
確
な
調
査
・
把
握
、
十
分
な

補
償
を
行
う
こ
と
。

⑤
震
災
時
を
は
じ
め
と
す
る
建
物

解
体
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
を

防
止
す
る
た
め
、
実
効
性
の
あ
る

予
防
策
を
行
う
こ
と
。

５
、
反
核
・
平
和
と
国
民
主
権
を

強
化
・
充
実
す
る
要
求

①
安
全
保
障
関
連
法
を
廃
止
し
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議

決
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

②
憲
法
を
守
り
、
憲
法
ど
お
り
の

国
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
。

③
沖
縄
・
普
天
間
基
地
を
無
条
件

撤
去
し
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建

設
を
行
わ
な
い
こ
と
。

④
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
核

兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る
と
と

も
に
、
条
約
に
参
加
を
し
な
い
核

保
有
国
な
ど
に
批
准
を
求
め
る
こ

と
。

⑤
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
事
態
打
開
の
た
め
非
軍
事
的

外
交
努
力
を
強
め
る
こ
と
。

⑥
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
へ
の

武
力
行
使
を
中
止
さ
せ
る
た
め
、

外
交
努
力
を
強
め
る
こ
と
。

以
上

会員投稿募集
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兵
庫
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保
険
医
協
会
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歯
科
部
会
は
８
月
25
日
、
協
会

会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
２
０
２

４
年
度
診
療
報
酬
改
定
と
臨
床
の

実
際
〜
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
・
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
な
ど
の

非
金
属
修
復
の
臨
床
〜
」
を
開

催
。
坪
田
有
史
先
生
（
東
京
都
・

坪
田
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
、
東
京
歯
科
保
険
医
協
会
会

長
）
を
講
師
に
、
79
人
が
参
加
し

た
（
来
場
33
人
／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
視
聴

46
人
）。
根
岸
功
先
生
の
感
想
を

紹
介
す
る
。

　

今
回
の
坪
田
先
生
の
ご
講
演
は

ま
ず
歯
科
接
着
に
つ
い
て
の
技
術

革
新
の
歴
史
か
ら
始
ま
り
、
今
年

　

明
石
支
部
は
９
月
７
日
に
ア
ス

ピ
ア
明
石
会
議
室
で
「
医
師
・
歯

科
医
師
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

小
児
歯
科
臨
床
〜
口
腔
外
傷
を
中

心
に
」
を
テ
ー
マ
に
研
究
会
を
開

催
し
た
。
は
る
き
小
児
・
矯
正
・

歯
科
院
長
の
春
木
隆
伸
先
生
が
講

演
。
小
児
科
、
耳
鼻
科
、
歯
科
の

会
員
等
31
人
が
参
加
し
た
。
司
会

進
行
を
務
め
た
辻
一
城
先
生
の
感

想
を
掲
載
す
る
。

　

春
木
隆
伸
先
生
は
、
日
本
小
児

歯
科
学
会
の
理
事
、
日
本
小
児
歯

科
学
会
近
畿
地
方
会
の
会
長
を
さ

れ
て
い
る
小
児
歯
科
領
域
の
リ
ー

ダ
ー
的
存
在
の
先
生
で
す
。
今
回

の
講
演
で
は
、
小
児
歯
科
の
特

性
、
治
療
の
考
え
方
か
ら
始
ま

り
、
豊
富
な
治
療
経
験
を
実
際
の

症
例
写
真
を
使
っ
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
外
傷
で
歯
を
失
っ
た
小
児

例
を
多
数
提
示
さ
れ
、
的
確
な
診

メ
ー
ジ
が
一
変
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
病
院
の
口
腔
外
科
に
紹
介
し

て
い
た
患
者
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
は

先
生
に
治
療
を
お
願
い
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
小
児
を
対
象
に
す
る
医
療

に
携
わ
り
な
が
ら
、
普
段
、
小
児

歯
科
の
先
生
の
お
話
を
聞
く
こ
と

は
な
く
、
今
回
の
支
部
企
画
で

は
、
保
険
医
協
会
の
特
徴
で
あ
る

医
科
歯
科
連
携
の
重
要
さ
を
再
認

識
し
ま
し
た
。

 

【
明
石
市　

辻　
　

一
城
】

断
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
と
ら
わ
れ

な
い
治
療
の
実
際
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
転
ん
で
歯
が
抜
け

て
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
子
ど
も
と

そ
の
親
御
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
先

生
が
神
様
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
矯
正
治
療
の
実
際
、

小
児
科
の
日
常
診
療
で
も
遭
遇
す

る
舌
小
帯
短
縮
症
や
上
唇
小
帯
短

縮
症
の
手
術
動
画
も
見
せ
て
い
た

だ
き
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
多
大
な
手
間
と
時
間
が

か
か
る
障
害
者
の
歯
科
治
療
に
も

熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
訪

問
診
療
も
さ
れ
て
い
る
様
子
に
は

頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
私
の
小
児
歯
科
医
の

イ
メ
ー
ジ
は
、
嫌
が
る
子
ど
も
の

虫
歯
を
、
泣
か
な
い
よ
う
に
暴
れ

な
い
よ
う
に
上
手
く
治
療
さ
れ
る

先
生
と
い
う
も
の
で
し
た
が
、
先

生
の
お
話
を
お
聞
き
し
て
そ
の
診

療
領
域
の
広
さ
と
治
療
技
術
に
イ

た
。

　

学
問
的
な
お
話
だ
け
で
は
な

く
、
臨
床
に
お
け
る
勘
所
・
製
品

に
つ
い
て
の
率
直
な
ご
意
見
、
現

状
の
保
険
診
療
の
問
題
点
や
課

題
、
さ
ら
に
は
歯
科
医
師
と
し
て

の
心
構
え
に
ま
で
話
は
及
び
、
ど

の
お
話
に
も
心
か
ら
感
銘
を
受

け
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
３
時
間
で
し
た
。

　

実
は
２
年
前
に
同
じ
く
兵
庫
県

保
険
医
協
会
で
開
催
さ
れ
た
歯
科

定
例
研
究
会
で
坪
田
先
生
の
支
台

築
造
に
つ
い
て
の
ご
講
演
を
拝
聴

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
時
の
ご
講
演
も
大
変
素
晴
ら

し
く
自
分
の
臨
床
に
つ
い
て
見
直

す
良
い
機
会
に
な
っ
た
こ
と
を
よ

く
覚
え
て
お
り
ま
す
。
恥
ず
か
し

な
が
ら
私
は
普
段
の
治
療
で
メ
タ

ル
の
方
が
脱
離
し
に
く
い
の
で
は

な
い
か
、
も
ち
が
良
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
つ
い
つ
い
金
属
修
復

を
選
択
し
が
ち
な
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
す
が
、
こ
の
日
の
坪
田
先
生

の
ご
講
演
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ

き
非
金
属
修
復
に
力
を
入
れ
て
い

こ
う
と
改
め
て
決
意
い
た
し
ま
し

た
。

　

そ
の
良
い
き
っ
か
け
を
与
え
て

　

歯
科
部
会
は
８
月
17
日
、
洲
本

市
文
化
体
育
館
で
歯
科
会
員
懇
談

会
in
淡
路
「
２
０
２
４
年
６
月
歯

科
新
点
数
Ｑ
＆
Ａ　

疑
問
点
を
出

し
あ
い
交
流
し
ま
し
ょ
う
！
」
を

開
催
。
川
村
雅
之
先
生
（
伊
丹
市

・
か
わ
む
ら
歯
科
）
を
講
師
に
、

９
人
が
参
加
し
た
。
西
本
あ
ゆ
み

先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

こ
の
た
び
は
川
村
先
生
に
淡
路

島
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
貴
重
な

い
た
だ
い
た
坪
田
有
史
先
生
に
、

そ
し
て
定
期
的
に
有
意
義
な
研
究

会
を
開
催
し
て
く
だ
さ
る
保
険
医

協
会
の
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
借
り

て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 【
準
会
員
・
歯
科　

根
岸　
　

功
】

バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
率
に
よ
っ
て

加
算
点
数
が
変
わ
っ
て
き
ま
す

が
、
淡
路
島
で
は
特
に
高
齢
の
患

者
様
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
自

体
を
作
っ
て
い
な
い
こ
と
も
多

く
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
随
所
に
意
見
が
出
て
い
た

の
が
医
科
と
歯
科
と
の
点
数
の
差

で
す
。
歯
科
も
医
科
に
少
し
で
も

近
付
け
る
よ
う
に
で
き
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

他
に
懇
談
会
の
中
で
話
が
あ
が

り
一
番
に
感
じ
た
こ
と
は
、
開
業

医
は
診
療
だ
け
で
な
く
技
工
や
税

務
会
計
や
ス
タ
ッ
フ
管
理
等
、
臨

床
以
外
に
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

厚
労
省
の
方
が
色
々
と
考
え
ら
れ

て
細
か
い
改
定
や
届
出
の
シ
ス
テ

ム
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
は
大

変
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
、
で

き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
に
分
か
り

や
す
く
し
て
い
た
だ
け
ま
す
と

と
て
も
助
か
り
ま
す
。
ど
う
か

ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
機
会
を
作
っ
て
く
だ
さ

っ
た
兵
庫
県
保
険
医
協
会
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
に
も
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
洲
本
市
・
歯
科　

 

西
本
あ
ゆ
み
】

お
話
を
聞
け
た
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
診
療
も
幅
広
く
さ
れ

て
お
ら
れ
る
上
に
、
改
定
に
も
携

わ
ら
れ
て
い
て
パ
ワ
フ
ル
な
先
生

で
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
い

た
こ
と
を
参
考
に
見
直
す
点
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
の
で
改
善
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
医
療
Ｄ

Ｘ
加
算
が
２
０
２
４
年
10
月
〜
と

２
０
２
５
年
１
月
〜
に
マ
イ
ナ
ン

度
の
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
や

保
険
に
収
載
さ
れ
て
い
っ
た
非
金

属
修
復
に
つ
い
て
一
つ
ひ
と
つ
丁

寧
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

感 想 文感 想 文

非
金
属
修
復
の
進
化
を

改
め
て
実
感

小
児
歯
科
の
診
療
領
域
の
広
さ
と

治
療
技
術
に
イ
メ
ー
ジ
が
一
変

国
保
の
都
道
府
県
単
位
化

狙
い
は
医
療
費
抑
制

現在の保険診療の問題点から歯科医師と
しての心構えまで広く語った坪田先生　

感 想 文

ア
ド
バ
イ
ス
い
た
だ
き

見
直
す
点
が
た
く
さ
ん

歯
科
会
員
懇
談
会
in
淡
路

歯
科
定
例
研
究
会

明
石
支
部　

医
科

明
石
支
部　

医
科
・・
歯
科
連
携
研
究
会

歯
科
連
携
研
究
会

尼
崎
支
部　

尼
崎
社
保
協
定
期
総
会

尼
崎
支
部　

尼
崎
社
保
協
定
期
総
会

歯科新点数のポイントをわかりやすく
解説する川村先生（奥中央）　　　　

春
木
先
生
が
小
児
の
口
腔
外
傷
な
ど

様
々
な
症
例
を
紹
介
し
た　
　
　
　

超
音
波
診
断
装
置

（
中
古
）希
望

◇
条
件
・
そ
の
他　

ポ
ー
タ

ブ
ル
で
も
経
膣
プ
ロ
ー
ブ
付

き
で
も
可
。
価
格　

応
相
談

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078

―
393
―
１
８
０
１
協
会
事
務

局
・
藤
田
ま
で

会員意見実態調査にご協力ください会員意見実態調査にご協力ください

　協会政策部では２年に一度、実施している会員意見実態調査を10
月に実施予定です。
　同調査は２年に一度、診療報酬改定の年に、改定の影響から政治
・経済、協会活動へのご意見など、会員の意見を広く把握し、協会
活動に生かすために実施しているものです。
　医科・歯科正会員の２割を無作為抽出し、対象の方には10月初旬
に調査票を郵送にてお届けいたします。
　ご協力よろしくお願いします。

協会政策部

お問い合わせは、☎078－393－1807まで

☎078－393－1817組織部まで

　

尼
崎
支
部
も
加
盟
す
る
尼
崎
社

会
保
障
推
進
協
議
会
（
尼
崎
社
保

協
）
は
９
月
21
日
、
24
年
度
定
期

総
会
を
尼
崎
市
内
で
開
催
、
加
盟

団
体
な
ど
か
ら
58
人
が
参
加
し

た
。

　

綿
谷
茂
樹
会
長
（
協
会
理
事
、

尼
崎
支
部
長
）
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、「
こ
ど
も
医
療
費
の
完
全
無

料
化
が
県
下
で
広
が
っ
て
い
る

が
、
尼
崎
市
は
低
所
得
者
の
み
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
子

ど
も
の
無
料
化
を
求
め
て
い
こ

う
。
国
民
健
康
保
険
で
は
尼
崎
市

は
保
険
料
が
高
い
た
め
２
割
の
世

帯
が
未
納
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
市

民
の
命
と
健
康
は
守
れ
な
い
。
国

な
る
。
こ
ん
な
こ
と
は
や
め
る
べ

き
。
知
事
選
挙
に
立
候
補
を
表
明

し
た
大
澤
芳
清
先
生
は
社
会
保
障

の
充
実
を
表
明
し
て
い
る
。
応
援

し
て
い
こ
う
」
と
よ
び
か
け
た
。

　

来
賓
の
大
澤
芳
清
先
生
（
協
会

理
事
）
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
県

民
の
命
が
蔑
ろ
に
さ
れ
た
。
健
康

を
守
る
こ
と
が
知
事
の
役
割
だ
。

患
者
さ
ん
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
に

向
き
合
っ
て
来
た
経
験
を
活
か
し

て
、
知
事
と
し
て
皆
様
の
願
い
を

県
政
に
つ
な
げ
る
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
ご
支
援
と
ご
協

力
を
」
と
力
強
く
挨
拶
し
た
。

　

記
念
講
演
は
、「
国
保
都
道
府

県
単
位
化
と
統
一
国
保
〜
『
統

一
』
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
大
阪
か
ら

の
発
信
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
寺
内

順
子
さ
ん
（
大
阪
府
社
会
保
障
推

進
協
議
会
事
務
局
長
）
が
講
演
。

寺
内
さ
ん
は
、「
国
保
の
都
道
府

県
単
位
化
と
統
一
国
保
で
は
市
町

に
対
す
る
保
険
料
を
統
一
し
、
保

険
料
の
納
付
金
総
額
を
決
め
る
こ

と
に
な
る
」
と
説
明
。
今
年
度
か

ら
強
行
し
た
大
阪
府
で
は
、
市
町

独
自
の
負
担
軽
減
策
が
廃
止
さ

れ
、
所
得
２
０
０
万
円
の
40
代
夫

婦
と
小
学
生
２
人
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
で
約
45
万
６
千
円
と
全
国
一
高

い
保
険
料
レ
ベ
ル
に
な
り
、
市
町

か
ら
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意
見

が
出
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。

　

寺
内
さ
ん
は
、
保
険
料
統
一
は

国
の
医
療
費
の
削
減
が
目
的
で
あ

り
、
兵
庫
県
で
も
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
つ
く
ら
れ
て
、
大
幅
な
値
上
げ

が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。
国
保
が
国
民
皆
保

険
を
下
支
え
す
る
社
会
保
障
制
度

を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
社
保
協
が

市
町
か
ら
本
当
に
問
題
点
を
感
じ

て
い
な
い
の
か
等
を
丁
寧
に
聞
き

取
る
活
動
を
強
め
、
国
・
県
・
市

町
の
政
治
を
変
え
て
い
く
運
動
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
を
訴
え
た
。

民
の
負
担
は
増
え
る
一
方
で
、
10

月
か
ら
は
先
発
医
薬
品
と
後
発
医

薬
品
の
差
額
が
一
部
患
者
負
担
に

勤務医の先生方へ

住所・勤務先変更は住所・勤務先変更は
協会までご連絡を協会までご連絡を

今
こ
そ
社
保
協
の
出
番
と
訴
え
た

綿
谷
会
長　
　
　
　
　
　
　
　
　

小児歯科の特性から治療経験まで
参加者に詳しく説明された　　　

※保険診療のてびき「医療者が知っておくべきLGBTQsの知識㊦」は10月
　15日号の掲載となります。
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24年度診療報酬改定点数に関わる
算定の留意点

　

協
会
は
保
団
連
か
ら
の
要
請
を

受
け
、「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判

全
国
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
呼
び
か
け

て
い
る
最
高
裁
判
所
宛
て
の
「
生

活
保
護
基
準
引
き
下
げ
の
被
害
に

対
し 

人
権
の
砦
と
し
て
司
法
の

職
責
を
果
た
す
判
決
を
求
め
る
」

署
名
へ
協
力
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　

生
活
保
護
は
、
２
０
１
３
年
に

平
均
６
・
５
％
・
最
大
10
％
の
生

活
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
が
決
め

ら
れ
、
３
回
に
分
け
て
実
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
」

は
、
こ
の
史
上
最
大
の
生
活
保
護

基
準
引
き
下
げ
に
対
し
て
、
全
国

29
都
道
府
県
、
１
０
０
０
名
を
超

え
る
原
告
が
、
国
・
自
治
体
を
相

手
に
行
っ
て
い
る
裁
判
で
す
。

　

各
地
の
裁
判
所
の
多
く
は
、
原

告
の
訴
え
を
認
め
、
引
き
下
げ
を

生
活
保
護
法
違
反
と
認
め
て
い
ま

す
（
地
裁
判
決
28
例
の
う
ち
17
例

が
勝
訴
）。
ま
た
、
２
０
２
３
年

償
ま
で
命
じ
る
逆
転
完
全
勝
訴
で

し
た
。

　

今
、
た
た
か
い
は
最
高
裁
へ
と

移
っ
て
い
ま
す
。
今
回
呼
び
か
け

ら
れ
て
い
る
署
名
は
、
人
権
保
障

の
最
後
の
砦
で
あ
る
最
高
裁
が
、

司
法
の
職
責
を
果
た
し
、
法
の
力

で
行
政
の
暴
走
を
正
す
判
決
を
言

い
渡
す
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
制
度
は
、
社
会
保
障

の
土
台
と
言
え
る
も
の
で
、
そ
の

引
き
下
げ
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

署
名
用
紙
と
返
信
用
封
筒
を
本

号
に
同
封
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
会
員
の
先
生
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
10
月
末
ま
で
に
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
ご
返
送
を
お
願
い
し
ま

す
。
署
名
用
紙
の
追
加
注
文
・
お

問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078
―
393
―
１

８
０
７
ま
で

「
光
を
く
れ
た
人
」

白岩一心

188

　

世
界
42
カ
国
で
翻
訳
さ
れ
、

２
３
０
万
部
を
超
え
た
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
小
説
「
海
を
照
ら
す

光
」
が
、
２
０
１
６
年
９
月
に

映
画
化
さ
れ
た
作
品
で
、
現
在

ネ
ッ
ト
配
信
で
人
気
で
す
。

　

第
１
次
世
界
大
戦
直
後
か
ら

第
２
次
大
戦
ま
で
の
激
動
の
時

代
、
自
分
ら
し
い
小
さ
な
幸
せ

を
求
め
な
が
ら
も
常
に
「
戦
争

の
中
で
の
自
己
心
理
の
喪
失
や

異
変
、
自
責
の
念
」
と
遭
遇
し

な
が
ら
克
服
し
て
い
き
、
そ
れ

で
も
運
命
の
い
た
ず
ら
で
引
き

裂
か
れ
て
し
ま
う
あ
る
夫
妻
の

姿
を
、
原
作
者
Ｍ
・
Ｌ
・
ス
テ

ッ
ド
マ
ン
さ
ん
が
繊
細
に
綴
っ

た
感
動
物
語
で
す
。

　

戦
争
の
英
雄
と
し
て
母
国
に

戻
る
な
か
で
、
誰
に
も
干
渉
さ

れ
た
く
な
い
主
人
公
ト
ム
は
、

孤
島
の
灯
台
守
の
職
を
選
び
ま

す
。
偶
然
に
出
会
っ
た
イ
ザ
ベ

ル
と
関
係
を
深
め
る
う
ち
に
、

二
人
は
お
互
い
の
存
在

が
自
分
の
人
生
の
「
一

筋
の
光
」
と
気
づ
き
ま

す
。
手
紙
の
や
り
取

り
、
そ
し
て
結
婚
に
行

き
つ
き
、
２
人
が
暮
ら

す
孤
島
の
美
し
い
情
景

と
、
二
人
の
悲
し
み
に
満
ち
た

運
命
が
生
き
生
き
と
描
か
れ
て

い
て
、
そ
の
後
の
二
人
の
人
生

の
悲
劇
が
、
い
っ
そ
う
衝
撃
的

に
胸
を
打
ち
ま
す
。

　

第
１
次
世
界
大
戦
後
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
。
孤
島
ヤ
ヌ
ス
・

ロ
ッ
ク
に
灯
台
守
と
し
て
赴
任

し
た
帰
還
兵
ト
ム
は
、
明
る
く

優
し
い
妻
イ
ザ
ベ
ル
と
幸
せ
な

日
々
を
送
り
始
め
ま
す
。
や
が

て
イ
ザ
ベ
ル
は
妊
娠
し
ま
す

が
、
立
て
続
け
に
流
産
と
死
産

に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
あ
る
と
き
、
島
に
小

さ
な
ボ
ー
ト
が
流
れ
着
き
ま

す
。
乗
っ
て
い
た
の
は
、
見
知

ら
ぬ
男
性
の
死
体
と
、
泣
き
叫

ぶ
女
の
子
の
新
生
児
。
赤
ん
坊

に
心
を
奪
わ
れ
た
イ
ザ
ベ
ル

は
、
本
土
に
報
告
し
よ
う
と
す

る
ト
ム
を
説
得
し
、
自
分
た
ち

の
娘
・
ル
ー
シ
ー
と
し
て
育
て

始
め
ま
す
…
。

　

ト
ム
は
、
男
性
の
死
体
を
丘

に
埋
め
、
取
り
残
さ
れ
た
新
生

児
を
わ
が
子
と
し
て
育
て
始
め

ま
す
。
そ
れ
は
、
法
も
倫
理
も

踏
み
越
え
た
「
罪
」
で
し
か
な

い
の
で
す
が
、
戦
争
の
傷
跡
で

心
を
閉
ざ
し
た
ト
ム
と
、
彼
に

再
び
生
き
る
力
を
与
え
た
イ
ザ

ベ
ル
が
子
ど
も
を
２
度
失
っ
た

悲
し
み
の
果
て
に
決
断
し
た
こ

と
を
単
純
に
罪
と
断
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
が
、
映
画
の
テ

ー
マ
で
す
。

　

「
こ
ん
な
こ
と
は
間
違
っ
て

い
る
」
と
知
り
な
が
ら
も
、
悲

し
み
の
ど
ん
底
に
い
る
妻
を
救

い
た
い
と
い
う
愛
情
か
ら
、
妻

の
申
し
出
を
受
け
入
れ
る
夫
ト

ム
。
赤
ん
坊
に
渾
身
の
愛
情
を

注
ぎ
、
生
き
る
意
味
を
取
り
戻

し
て
い
く
妻
。
そ
れ
か
ら
４
年

後
、
ル
ー
シ
ー
は
可
愛
い
ら
し

い
子
ど
も
へ
と
成
長
。
幸
せ
の

絶
頂
に
い
る
夫
婦
の
前
に
、
偶

然
に
も
娘
の
本
当
の
母
親
、
ハ

ナ
が
現
れ
ま
す
。

　

ト
ム
と
イ
ザ
ベ
ル
の
決
断
に

は
深
い
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら

も
、
再
び
葛
藤
に
さ
い
な
ま
れ

ま
す
。
最
も
大
切
な
存
在
を
守

る
た
め
に
ど
ん
な
決
断
を
す
る

の
で
し
ょ
う
か
…
…
。

　

ま
た
、
最
愛
の
夫
を
突
然
亡

く
し
て
悲
し
み
の
底
に
い
た
実

の
母
親
ハ
ナ
が
、
死
ん
だ
は
ず

の
夫
か
ら
届
く
手
紙
に
よ
っ
て

生
き
る
力
を
取
り
戻
し
て
い
く

姿
。

　

最
後
10
分
間
に
、
映
し
出
さ

れ
る
シ
ー
ン
に
涙
。

　

戦
争
に
駆
り
出
さ
れ
、
戻
っ

て
く
る
兵
士
の
心
情
は
、
現
在

の
世
界
各
国
の
戦
争
の
惨
禍
を

彷
彿
さ
せ
、
絶
対
に
忘
れ
て
は

い
け
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
愚
直
な
映
画
作

品
の
鑑
賞
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 

【
赤
穂
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・
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岩
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医
院
】

今号に署名用紙を同封しています。
10月末までにご返送ください　　　
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最
高
裁
に
生
活
保
護
引
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下
げ
を
正
す
判
決
を
求
め
る

 

署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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会
政
策
運
動
広
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員
会

生活習慣病管理料（Ⅰ・Ⅱ共通）を算定するがん患者への
 腫瘍マーカーの算定
　悪性腫瘍の傷病名が確定している患者へ腫瘍マーカー検査を行った場合
は、原則として医学管理の悪性腫瘍特異物質治療管理料で算定する。一方、
生活習慣病管理料は医学管理料を包括するため、生活習慣病管理料を算定す
る患者に対しては悪性腫瘍特異物質治療管理料を算定できない。
　このため生活習慣病管理料を算定する患者に、がん術後のフォローなどで
腫瘍マーカーを行う場合、腫瘍マーカーに関する費用は、検査料としても管
理料としても算定できないこととなる。
　ただし、検査の月に生活習慣病管理料を算定せずに、悪性腫瘍特異物質治
療管理料を算定することは可能である。

生活習慣病管理料（Ⅰ）を算定する患者への
 内視鏡検査等の算定
　生活習慣病管理料（Ⅰ）は検査の費用を包括するため、内視鏡検査等を行
ってもその費用を別に算定することはできない。ただし、検査の月に生活習
慣病管理料を算定せずに、内視鏡の検査料等を算定することは可能である。

特定疾患処方管理加算の算定
　特定疾患処方管理加算は、主病である特定疾患に対する28日以上の投薬が
算定要件である。単に特定疾患の傷病名があるだけでは算定要件を満たさな
い。
　また、レセプトに複数の主病を記載している場合であっても、「ある疾患
を主病とする場合に限り算定できる点数を２種類以上算定することは認めら
れない」とされている。特に、生活習慣病管理料の対象疾患と、慢性胃炎、
喘息等の特定疾患との両方を主病としてレセプトに記載していても、生活習
慣病管理料と特定疾患処方管理加算の両方を算定することはできない（2024
年８月29日厚労省疑義解釈参照）。いずれかの傷病名に対応する点数を算定
することとなる。
　なお、改定後の減点事例として、特定疾患処方管理加算の要件を満たして
いるにも関わらず、生活習慣病の傷病名があるために算定が不適切とされる
例が協会に寄せられている。主病の判断は医師の診察に基づくものであり、
審査機関が処方内容等からのみ判断するものではない。納得のいかない減点
については、主病の判断の根拠などを明示の上、再審査請求をしていただき
たい。

　協会・保団連は、診療報酬に関する不合理の是正を求め厚労省への交渉等
に取り組んでいる。現場にそぐわない算定ルールへの意見や不当な減点事例
などがあれば、ご相談いただきたい。（☎：078－393－1803　平日10時～12
時・14時～16時）

ご注文は、☎078－393－1807まで

「保険証を残そう!!」「保険証を残そう!!」

一人でも多くの方の声が力になります。
クイズなど各種グッズを活用し、引き続きの
ご協力をお願いします

12月２日からの保険証廃止ストップ！

署名に署名に
ご協力くださいご協力ください

引き引き
　続き　続き

◀クイズ
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
っ
て
い
な
い
と

医
療
機
関
を
受
診
で
き
な
く

な
る
っ
て
本
当
？
」

▲署名ハガキ付き
リーフレット

「保険証を残せ！」

▼署名用紙

11
月
の
名
古
屋

高
裁
判
決
は
、

国
に
「
少
な
く

と
も
重
大
な
過

失
」
が
あ
り
違

法
性
が
大
き
い

と
し
て
国
家
賠

▶
オ
ン
ラ
イ
ン

　

署
名
は
こ
ち
ら

今
号
同
封
の

今
号
同
封
の
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不信任決議

Keynes's 〝The general 
theory of employment, 
interest and money〟を
読んで（その１）

丹波市　　眞田　幸昭

西宮市　　半田　伸夫

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

員員

稿稿

会

投

員員

稿稿

会

投

　

こ
の
稿
が
出
て
い
る
頃
に
は
、

県
知
事
選
挙
真
っ
只
中
だ
ろ
う

か
。
私
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
県
知

事
不
信
任
決
議
を
一
度
経
験
し
て

い
る
。
長
野
県
在
住
時
、
時
の
県

知
事
・
田
中
康
夫
氏
に
対
す
る
も

の
だ
っ
た
。「
脱
ダ
ム
」
を
掲
げ

る
田
中
知
事
は
動
ぜ
ず
、
期
限
ま

で
務
め
あ
げ
て
失
職
、
そ
の
後
の

選
挙
で
再
選
を
果
た
し
た
。

　

最
初
の
選
挙
の
際
、
新
し
い
県

政
を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
、
地
域

の
方
か
ら
田
中
康
夫
後
援
会
に
誘

わ
れ
て
、
仲
間
入
り
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
田
中
知
事
は
、
小
説
家

出
身
だ
っ
た
の
で
、
全
て
が
破
天

荒
に
映
っ
た
。

　

当
選
後
、
県
庁
で
各
部
局
へ
の

あ
い
さ
つ
回
り
を
し
た
が
、
そ
の

際
、
相
手
に
出
版
社
の
如
く
、
名

刺
を
渡
す
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
あ

る
職
員
が
、
貰
っ
た
名
刺
を
本
人

の
目
の
前
で
、
二
つ
折
り
に
す
る

画
像
が
生
々
し
く
報
道
さ
れ
た
。

さ
す
が
に
こ
の
行
為
は
、「
逆
パ

ワ
ハ
ラ
」
す
れ
す
れ
の
反
旗
、
嫌

が
ら
せ
だ
ろ
う
。

　

長
野
市
の
官
舎
に
は
住
ま
ず
、

南
信
の
泰
阜
（
や
す
お
か
）
村
に

居
を
移
し
て
、
住
民
税
を
こ
の
村

に
払
お
う
と
し
た
。
当
時
の
自
治

省
が
こ
れ
を
妨
げ
、「
ふ
る
さ
と

納
税
」
創
設
の
き
っ
か
け
を
作
っ

た
。

　

田
中
康
夫
を
激
励
す
る
会
を
開

く
か
ら
来
い
と
呼
ば
れ
て
行
っ
た

ら
、
ち
ょ
う
ど
昼
飯
時
で
、
地
域

の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
丹
精
込
め

て
作
っ
て
く
れ
た
「
熊
汁
」
を
振

舞
わ
れ
た
。
田
中
康
夫
が
立
ち
寄

っ
て
、
一
席
ぶ
っ
た
後
、
美
味
そ

う
に
す
す
っ
て
、
次
の
会
場
へ
と

慌
た
だ
し
く
出
て
行
っ
た
。

　

「
不
信
任
決
議
」
と
聞
い
て
真

っ
先
に
思
い
出
し
た
の
が
、
こ
の

熊
汁
と
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
る
。

（
２
０
２
４
・
９
・
17
）

Keynes"the general theory"

（
写
真
）
は
戦
後
の
経
済
学
の
試

金
石
で
あ
り
、
マ
ク
ロ
経
済
学
の

バ
イ
ブ
ル
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

１
９
３
５
年
12
月
に
初
版
が
書
か

れ
た
。

　

１
９
１
８
年
11
月
11
日
に
第
一

次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
１
９
２

９
年
10
月
24
日
の
世
界
大
恐
慌
が

あ
っ
た
。
１
９
３
３
年
米
英
は
金

本
位
制
か
ら
離
脱
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
激
動
の
世
界
情
勢
の
中

で
書
か
れ
た
。

　

時
代
は
産
業
革
命
以
後
の
新
興

企
業
家
（
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
）
と

賃
金
労
働
者
（
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
）
が
経
済
活
動
の
中
心
と
な
っ

て
い
た
。
賃
金
労
働
者
の
雇
用
、

賃
金
な
ど
が
経
済
全
体
に
与
え
る

影
響
が
増
大
し
た
。
そ
の
た
め
、

Keynes

のgeneral theory

で
は

雇
用
を
そ
の
理
論
の
中
核
に
据
え

て
い
る
。

　

ま
ず
、
雇
用
を
人
的
資
源
と
と

ら
え
る
。
賃
金
は
生
産
量
と
等
し

い
。
総
賃
金
支
払
い
は
雇
用
す
る

労
働
者
の
数
に
関
係
す
る
。
失
業

（unemployment

）
の
中
に
は

１
）
一
時
的
ま
た
は
摩
擦
的

（frictional

）
失
業
、
２
）
自
発

性
（voluntary

）
失
業
、
な
ど
が

あ
る
。
雇
用
さ
れ
て
い
た
が
、
倒

産
な
ど
で
急
に
失
業
し
た
場
合
に

お
こ
る
失
業
を
非
自
発
性
失
業

（involuntary unemployment

）

と
名
付
け
た
の
はKeynes

で
あ

る
。
従
来
労
働
者
側
の
都
合
で
失

業
し
て
い
た
自
発
的
失
業
と
対
極

に
あ
る
失
業
状
態
で
、Keynes

は
こ
の
失
業
者
の
増
加
が
経
済
失

速
の
原
因
と
考
え
た
。

　

古
典
的
経
済
学
で
は
、
個
人
が

収
入
を
得
る
と
日
用
品
購
入
や
サ

ー
ビ
ス
利
用
に
対
し
て
支
出
（
消

費
）
す
る
。
起
業
家
は
、
雇
用

と
、
設
備
投
資
や
日
用
品
に
消
費

し
、
一
部
貯
蓄
す
る
。
貯
蓄
は
資

産
と
な
り
、
将
来
の
財
源
と
な

る
。
残
念
な
が
ら
貨
幣
経
済
で

は
、
需
要
と
供
給
に
よ
る
価
格
の

設
定
や
雇
用
だ
け
で
な
く
、
通
貨

（
貨
幣
）
の
総
量
、
金
利
（
利
子

率
）、
国
外
取
引
（
貿
易
）、

laissez-faire

（
レ
ッ
セ
フ
ェ
ー

ル
：
自
由
放
任
主
義
）
に
基
づ
く

自
由
貿
易
、
為
替
な
ど
を
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

Keynes

の
説
明
に
よ
る
と
、

こ
れ
ら
は
供
給
価
格
や
需
要
価
格

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
、
い
ず
れ
も

労
働
者
数
の
関
数
で
表
せ
る
と
い

う
。
つ
ま
り
、
失
業
者
が
増
え
る

と
消
費
が
低
迷
し
、
経
済
が
失
速

す
る
。
雇
用
を
増
や
し
て
、
人
々

が
賃
金
を
得
る
と
、
消
費
が
増

え
、
経
済
は
活
性
化
す
る
。
つ
ま

り
経
済
活
性
化
の
基
本
は
人
々
が

消
費
す
る
に
足
る
賃
金
を
獲
得
す

る
か
ど
う
か
と
考
え
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
消
費
に
つ
い
て

も
、
消
費
嗜
好
（propensity to 

consume

）
に
よ
り
規
定
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
は
正
規
契
約
労
働
者

（contract employment

）、
事

業
の
将
来
に
対
す
る
投
資
（the 

a
m
o
u
n
t 
o
f 
c
u
rre

n
t 

investment

）
か
ら
ど
の
程
度
豊

か
に
な
る
か
に
よ
り
規
定
さ
れ

る
。
さ
ら
に
投
資
は
余
剰
資
本

（the marginal efficiency of 
capital

）
と
金
利
（rates of 

interest

）
に
よ
っ
て
影
響
を
受

け
る
。

Ｄ
（
効
果
的
消
費
需
要
）
＝
Ｄ
１

（
消
費
）
＋
Ｄ
２
（
投
資
）
＝
φ

（
Ｎ
）
供
給
量
で
労
働
者
の
関
数

Ｄ
２
（
投
資
）
＝
φ
（
Ｎ
）（
供

給
）
―
χ
（
Ｎ
）（
消
費
嗜
好
）

　

Ｎ
は
賃
金
で
あ
り
、
総
人
件
費

で
あ
る
。

　

古
典
的
経
済
学
で
は
、
Ｄ
（
需

要
、
消
費
）
＝
φ
（
Ｎ
）（
人
件

費
、
供
給
）
で
考
え
ら
れ
て
き

た
。

　

消
費
活
動
を
時
間
軸
で
と
ら
え

る
。
事
業
家
、
生
産
者
、
投
資
家

は
商
品
を
作
る
際
に
生
産
計
画
を

立
て
る
。
資
金
は
そ
の
予
測
に
応

じ
て
流
動
的
に
動
く
。
こ
の
予
測

に
は
短
期
予
測
（
商
品
の
価
格
設

定
に
依
存
す
る
）
と
長
期
予
測

（
購
買
意
欲
が
持
続
す
る
の
か
ど

う
か
）
の
２
種
類
が
考
え
ら
れ

る
。
短
期
予
測
に
依
存
す
る
と
雇

用
は
不
安
定
と
な
り
、
長
期
予
測

に
基
づ
い
た
生
産
計
画
で
あ
れ
ば

長
期
雇
用
が
望
め
る
。

（
そ
の
２
に
続
く
）

中
国
古
典
に
学
ぶ
そ
の
２

　

（
不
応
遠
水
救
近
火　

韓
非
子
）

　

（
蝸
角
之
争　

荘
子
）
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韓
非
子
の
「
説
林
篇
」
に
「
不

応
遠
水
救
近
火
」
と
あ
る
。
火
事

に
な
っ
た
時
、
海
の
水
が
大
量
に

あ
る
と
し
て
も
、
遠
く
の
水
で
は

近
く
の
火
を
消
せ
な
い
。

　

日
本
で
も
「
遠
く
の
親
類
よ
り

近
く
の
他
人
」、
す
な
わ
ち
疎
遠

な
親
類
よ
り
も
親
密
な
他
人
の
方

が
頼
り
に
な
る
と
い
う
。

　

能
登
半
島
の
震
災
後
の
復
旧
が

遅
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、
今
で
も

裏
日
本
と
言
う
差
別
的
用
語
を
日

本
海
側
の
県
に
用
い
る
者
も
い
る

ら
し
い
が
、
本
来
、
北
陸
地
方
は

日
本
の
米こ

め

所ど
こ
ろで
江
戸
時
代
ま
で
人

口
も
多
く
、「
加
賀
百
万
石
」
と

言
う
が
如
く
、
さ
ら
に
、
北
前
船

と
し
て
日
本
海
沿
岸
の
港
は
近
代

中
期
以
降
繁
栄
し
て
い
た
。
し
か

し
今
は
過
疎
地
に
な
っ
て
い
る
。

国
は
そ
う
い
う
所
に
原
発
を
造
ろ

う
と
し
て
い
る
下
心
も
見
え
る
。

　

震
災
後
の
復
旧
は
「
電
気
」

「
上
下
水
道
」「
ガ
ス
」
と
い
う

が
、
電
気
は
線
を
つ
な
ぐ
だ
け
、

「
ガ
ス
」
も
プ
ロ
パ
ン
で
代
用
す

れ
ば
比
較
的
早
く
復
旧
す
る
が
水

道
、
就な

か
ん
ず
く中
、
下
水
の
復
旧
は
時
間

が
か
か
る
。
下
水
に
は
雨
水
、
風

呂
、
洗
濯
等
の
生
活
排
水
、
そ
れ

と
問
題
は
屎
尿
処
理
。
さ
ら
に
日

本
海
側
の
処
理
水
を
一
括
し
て
排

水
す
る
に
は
大
き
な
工
事
が
必
要

に
な
る
。
大
阪
の
万
博
工
事
中
の

人
出
不
足
も
あ
り
、
名
古
屋
管
轄

の
中
部
地
方
で
は
中
央
ア
ル
プ
ス

の
急
峻
な
地
形
を
乗
り
越
え
て
、

救
援
困
難
で
あ
る
。
近
く
の
北
陸

自
治
体
か
ら
県
境
を
超
え
て
能
登

半
島
の
差
し
迫
っ
た
「
轍て

っ

鮒ぷ

の

急
」
た
る
危
難
を
と
り
あ
え
ず
早

急
に
救
う
た
め
「
斗と

升
し
ょ
う

之の

水み
ず

」

が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
地
震
で

崩
れ
た
家
屋
に
集
中
豪
雨
、
住
民

に
泣
き
面
に
蜂
、
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ

の
追
い
打
ち
を
か
け
ら
れ
て
い

る
。
大
阪
万
博
を
延
期
し
て
で
も

早
く
復
旧
さ
せ
る
べ
し
！

　

と
こ
ろ
で
今
の
政
権
与
党
は
過

疎
地
の
復
旧
よ
り
別
の
事
情
、
党

の
代
表
を
決
め
る
総
裁
選
挙
は
、

「
蝸
牛
角
上
之
争
」（
荘
子　

則

陽
篇
）
そ
の
も
の
で
あ
る
。
何
故

な
ら
裏
金
で
私
腹
を
肥
や
す
自
民

党
の
代
表
が
誰
に
な
っ
て
も
、
次

の
総
選
挙
で
野
党
に
転
落
す
る
可

能
性
が
大
き
い
か
ら
。

　

「
殷
鑑
遠
か
ら
ず
」（
詩
経
）、

人
間
は
同
じ
間
違
い
を
繰
り
返

す
。
自
民
党
の
裏
金
問
題
、
統
一

教
会
に
対
す
る
反
省
な
く
、「
企

業
団
体
献
金
を
止
め
る
」
と
い
う

諸
悪
の
根
源
た
る
問
題
に
は
、
９

人
共
言
及
も
せ
ず
。「
目め

眩く
ら

ま

し
」
的
弁
説
、
即
ち
、
再
び
世
界

ｔ
ｏ
ｐ
の
経
済
大
国
に
す
る
と
か

耳
触
り
は
良
い
が
、
そ
の
裏
付
け

「
言
質
」
が
と
れ
ず
、
一
般
国
民

か
ら
見
た
ら
つ
ま
ら
な
い
政
治
屋

の
ボ
ン
ボ
ン
や
エ
リ
ー
ト
風4

に
は

刷
新
感
は
全
く
な
い
。
次
の
総
選

挙
で
野
党
に
転
落
す
る
可
能
性
大

で
あ
り
、
国
民
は
自
民
党
政
治
の

限
界
と
終
焉
を
感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
20
年
間
の
安
易
な
円
安
に

よ
り
大
企
業
や
一
部
の
団
体
の
裏

金
で
古
い
産
業
が
生
き
残
っ
た
。

安
易
な
円
安
に
よ
り
大
企
業
の
既

得
権
益
を
守
る
だ
け
で
、
新
し
い

成
長
産
業
は
生
ま
れ
ず
日
本
だ
け

成
長
が
止
ま
っ
た
。
こ
う
い
う
茶

番
の
自
民
党
総
裁
選
に
よ
り
政
治

を
歪
め
、
経
済
成
長
の
芽
を
つ
ぶ

し
た
。

　

現
存
大
企
業
や
宗
教
団
体
と
癒

着
し
た
自
民
党
か
ら
次
の
総
選
挙

で
政
権
交
代
す
べ
し
。
政
治
は
結

果
責
任
で
あ
る
。
今
の
自
民
党
内

の
総
裁
選
は
世
襲
や
自
己
顕
示
欲

の
強
い
強
欲
な
小
人
物
ば
か
り
の

蝸か

牛
ぎ
ゅ
う

角か
く

上じ
ょ
うの

争
い
に
見
え
る
。

西
洋
で
は
コ
ッ
プ
の
中
の
争
い
と

い
う
が
（storm in a teacup

）。

ホイホイ漫画64
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.
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保険医協会へのお問い合わせは  　　　　　
便利な直通電話（ダイヤルイン）をご利用ください

共済制度・融資

078－393－1805

医科　指導相談
研究会活動　　
078－393－1840

医科　入会
開業相談　

078－393－1817

歯科・文化

078－393－1809

政策・新聞・反核平和
環境公害・税務経営・国際
078－393－1807

代表
078－393－1801
FAX
078－393－1802

医科　診療報酬算定・減点返戻　　078－393－1803
受付時間　平日　10時～12時、14時～16時

受付時間　平日　９時30分～17時

「個人保険」団体割引のご案内

明治安田・大樹・富国・三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の先生方は、協会

の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

明治安田生命、大樹生命、富国生命、
　　　　三井住友海上あいおい生命の 　

　　個人保険にご加入の皆様へ



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

第２０８２号 （８）２０２４年(令和６年)１０月５日(毎月３回５・15・25日発行)

メインテーマ「かがやく未来はくるのか」「かがやく未来はくるのか」
10月27日（日）10時～15時

〈10時～12時：分科会、13時～15時：特別講演〉

※Zoom視聴によるご参加も可能
兵庫県保険医協会 会議室（神戸フコク生命海岸通ビル）

分科会プログラム  10時～12時（発表順は変更の可能性があります）※協会ホームページ http://www.hhk.jp/に各演題の抄録を掲載予定

兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会 参加費無料　Zoomでのご参加も可能!!参加費無料　Zoomでのご参加も可能!!

第33回第33回日常診療経験交流会日常診療経験交流会

来場参加希望者、その他お問い合わせは、兵庫県保険医協会☎078－393－1840 研究部までご連絡ください。

参加申し込み方法 下記よりご参加予定の分科会に個別登録してください。登録後に案内メールが届きます。

〈Ａ分科会〉
https://x.gd/7YkpV

〈Ｃ分科会〉
https://x.gd/wO4aU

〈特別講演〉
https://x.gd/2vMlq

〈Ｂ分科会〉
https://x.gd/a7k3L

会場地図 JR元町駅
阪神元町駅

大丸神戸店

兵庫県
農業会館

栄町通

国道２号線

神戸フコク生命
海岸通ビル

南京町

元町商店街

鯉
川
筋

メ
リ
ケ
ン
ロ
ー
ド

地下
鉄海
岸線

旧居留地・
大丸前駅

ト
ア
ロ
ー
ド

【住所】神戸市中央区海岸通１―２―31
【交通】JR・阪神元町駅から南へ徒歩７分、神戸三宮駅から徒歩20分
※お車の方は周辺の有料駐車場をご利用ください。

・ 「日本園芸協会、植物画（Botanical Art）通信
講座を受講して」「SDGs（持続可能な社会）を
作る私たち、これからどうする」 
 （西宮市・法西医院　法西浩先生）
・ 「『震災から未だ30年！』と考えて肺ガン検診
（アスベスト検診）を受けましょう」 
 （西宮市　上田進久先生）
・「歯科でも使える漢方薬」（薬科部）
・「被災地訪問の記録」（協会・西宮芦屋支部）

展 示

認知症の精神療法の経験から認知症の精神療法の経験から
東京慈恵会医科大学名誉教授東京慈恵会医科大学名誉教授　　　　繁田　雅弘繁田　雅弘先生先生

　認知症の人への精神療法的アプローチの目的はさまざまである。その人を理解する
ため、信頼関係や情緒的関係の構築のため、治療や支援の意義を知ってもらうため
（治療方針を知ってもらうため）、意思決定してもらうためなどの目的が考えられる。
　いずれの目的の場合も基本は共感的な傾聴であろう。患者が理解してもらっている
と感じられるとき、あるいは患者が受け止めてもらっていると感じられるとき、治療
的な意味が生じる。認知症のある人は、自尊感情や自己効力感が低下していることが
多い。一見して平然とし病感さえないようにみえても、自信を失っていることが多
い。そうした人に接する場合に望ましい共感的態度や傾聴とは、敬意を示すこと、認
知症という先入観に縛られないこと、意思決定を支えること、コミュニケーション能
力を高めること、本人の矛盾や戸惑いを汲むこと、治療者が自分を振り返ること。こ
れらの大切さなどについて述べる。 【繁田　記】

来場講演されます

【ご略歴】東京慈恵会医科大学卒業後、スウェーデン・カロリンスカ研究所研究員を経て2003年東京都立保健科学大学教
授に就任。2011年首都大学東京（現都立大学）副学長、2017年東京慈恵会医科大学精神医学講座教授・首都大学東京名誉
教授、2020年東京都立大学名誉教授、2024年現職に至る。日本認知症ケア学会理事長、日本老年精神医学会理事。著書は
『アルツハイマー型認知症の人との対話　認知症の精神療法』など多数

特　別
講　演

報告者 医療機関名等 職　種 テ　　ー　　マ 発表時間

Ａ
分
科
会

1 広川　恵一 広川内科クリニック 医師 高血圧症通院者100名について～2009年より15年経過した2024年においての通院継続と中止状況にみる診療課題の検討 10:05～10:20

2 広川　恵一 広川内科クリニック 医師 福島原発周辺環境での2023年４月及び2024年５月線量率測定結果～兵庫県保険医協会被災地訪問での出会いと学びの中で～ 10:20～10:35

3 水間　美宏 国際部 医師 韓国視察ツアーの報告 10:35～10:50

4 上田　進久 環境・公害対策部 医師 震災アスベストアンケートから考える情報提供の意義 11:00～11:15

5 森岡　芳雄 東神戸病院 医師 大気汚染の自主的調査活動の重要性について～兵庫県保険医協会空気の汚れ調査～ 11:15～11:30

6 水川麻起子 なつめ薬局 薬剤師 疑義照会で処方変更につながった事例 11:30～11:45

7 西村ゆかり ひまわり薬局 薬剤師 薬剤師が日常の調剤において気をつけていること 11:45～12:00

Ｂ
分
科
会

1 宮武　博明 ドマーニ神戸クリニック 医師 介護施設でどこまでみれるか～介護付き有料老人ホームでの出会い～ 10:05～10:20

2 日高　貴洋 野村医院 理学療法士 医療保険と介護保険のリハビリテーション～通所リハビリテーションを開設してからの患者様の推移について～ 10:20～10:35

3 山本　純一 ナニワ診療所 介護福祉士 ケアマネジャーへアンケート調査を行った結果について 10:35～10:50

4 高森　信岳 室井メディカルオフィス　 医師 日常診療における認知機能障害と睡眠障害について 11:00～11:15

5 半田　伸夫 半田医院 医師 当院における新型コロナ感染症（COVID-21）mRNAナノ微粒子製剤「ワクチン」接種関連疾患について 11:15～11:30

6 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 ワクチンによる救命数は17.3万人／半月遅致死率の分析より 11:30～11:45

7 上田　耕蔵 神戸協同病院 医師 「ワクチン接種後の死亡までの日数と死亡例数」の図を解明する 11:45～12:00

Ｃ
分
科
会

1 大前　隆仁 おおまえホームケアクリニック 医師 在宅緩和医療におけるメサドンの導入経験　５例 10:05～10:20

2 大風　春乃 薬局リベルファーマシー　 薬剤師 精神科患者の在宅服薬管理 10:20～10:35

3 高田　　裕 たかたクリニック 医師 かかりつけ医と難病の在宅ケア～ALSへの対応～ 10:35～10:50

4 大槻　榮人 大槻歯科医院 歯科医師 開業医が見つけた早期口腔がん（舌がん）の臨床的検討 11:00～11:15

5 川村　一喜 かわむら歯科 歯科医師 快適な診療環境を求めた一歯科診療所に於ける実践例 11:15～11:30

6 坂口　智計 とも歯科医院 歯科医師 新たな矯正治療法の導入と審美治療との親和性について 11:30～11:45

7 泉　　敏治 ハイテックデンタルラボラトリー 歯科技工士 歯が全身に影響する理由の解説と医療の変革 11:45～12:00


